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アクションプラン編の概要 

 アクションプラン編について 

国土強靱化の取組を着実に推進するため、個別施策の進捗を定量的に把握し、数値目標等を用いて的

確に進捗を管理する必要がある。 
アクションプラン編は、本編第 4章に掲げたリスクシナリオ（起きてはならない最悪の事態）を回避

するための施策ごとに、第 5次八潮市総合計画基本計画との整合を勘案し、国土強靱化のための事業を

位置付けたものである。 
 

 リスクシナリオ（起きてはならない最悪の事態）と施策 

国土強靱化に向けて設定したリスクシナリオと各施策は、次のとおりである。 
アクションプラン編は、このリスクシナリオごとに施策と施策を構成する事業を位置付けている。 
 

≪リスクシナリオと施策≫ 

事前に備える
べき目標 

リスクシナリオ 
（起きてはならない最悪の事態） 

施策 

1 
直接死を最
大限防ぐ 

1-1 
住宅・建物・交通施設等の倒壊によ
る多数の死傷者の発生 

① 公共施設の耐震化 
② 民間建築物等の耐震化 
③ コミュニティ施設の整備  
④ 避難行動要支援者支援体制の構築（震災時） 
⑤ 災害に強いまちづくりの推進 
⑥ 市街地の整備 
⑦ 道路及び橋りょうの整備・維持管理 
⑧ 道路ネットワークの形成 
⑨ 空き家対策の推進 
⑩ 市営住宅の整備 
⑪ 自主防災組織の整備 

1-2 
建物が密集する地域や不特定多数が
集まる施設における大規模火災によ
る多数の死傷者の発生 

① 消防力の強化 
② 防災知識の普及・啓発 
③ 防災教育の推進及び学校の危機管理能力の向

上 
④ 外国人支援体制の構築 
⑤ コミュニティ施設の整備（再掲） 
⑥ 避難行動要支援者支援体制の構築（震災時）

（再掲） 
⑦ 災害に強いまちづくりの推進（再掲） 
⑧ 市街地の整備（再掲） 
⑨ 自主防災組織の整備（再掲） 

1-3 浸水による多数の死傷者の発生 

① 雨水排水施設の整備・維持管理 
② 雨水貯留施設の促進 
③ 災害拠点施設の整備促進 
④ 避難行動要支援者支援体制の構築（水害時） 
⑤ 下水道（雨水）の整備 
⑥ 情報伝達体制の整備 
⑦ 市街地の整備（再掲） 
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事前に備える
べき目標 

リスクシナリオ 
（起きてはならない最悪の事態） 

施策 

2 

救助・救
急、医療活
動が迅速に
行われると
ともに、被
災者等の健
康・避難生
活環境を確
実に確保す
る 

2-1 
被災地での食料・飲料水・電力・燃
料等、生命に関わる物資・エネルギ
ー供給の停止 

① 備蓄品の整備 
② 家庭内備蓄の促進 
③ 物資調達体制の構築 
④ 上水道の整備 
⑤ 再生可能エネルギー等の代替エネルギーの確

保 
⑥ 公共施設の耐震化（再掲） 
⑦ 市街地の整備（再掲） 
⑧ 道路及び橋りょうの整備・維持管理（再掲） 
⑨ 道路ネットワークの形成（再掲） 
⑩ 自主防災組織の整備（再掲） 
⑪ 防災知識の普及・啓発（再掲） 

2-2 
自衛隊、警察、消防等の被災等によ
る救急・救助活動等の絶対的不足 

① 受援体制の整備 
② 防犯対策の促進 
③ 道路ネットワークの形成（再掲） 
④ 消防力の強化（再掲） 
⑤ 災害拠点施設の整備促進（再掲） 

2-3 
想定を超える大量の帰宅困難者の発
生、混乱 

① 帰宅困難者対策 
② 情報伝達体制の整備（再掲） 

2-4 
医療施設及び関係者の絶対的不足・
被災、支援ルートの途絶、エネルギ
ー供給の途絶による医療機能の麻痺 

① 保健センター機能の充実 
② 地域医療体制の構築 
③ 感染症対策の推進 
④ 公共施設の耐震化（再掲） 
⑤ 市街地の整備（再掲） 
⑥ 道路及び橋りょうの整備・維持管理（再掲） 
⑦ 道路ネットワークの形成（再掲） 
⑧ 消防力の強化（再掲） 

2-5 
被災地における疫病・感染症等の大
規模発生 

① 下水道（汚水）の整備 
② 廃棄物及びし尿処理体制の整備 
③ ペットの適正管理体制の整備 
④ 消毒・害虫駆除体制の整備 
⑤ 下水道（雨水）の整備（再掲） 
⑥ 感染症対策の推進（再掲） 

2-6 
劣悪な避難生活環境、不十分な健康
管理による多数の被災者の健康状態
の悪化、死者の発生 

① 避難所運営体制の整備 
② 男女共同参画の推進 
③ 被災者の健康管理 
④ 福祉避難所の指定 
⑤ 公共施設の耐震化（再掲） 
⑥ 避難行動要支援者支援体制の構築（震災時）

（再掲） 
⑦ 外国人支援体制の構築（再掲） 
⑧ 雨水排水施設の整備・維持管理（再掲） 
⑨ 雨水貯留施設の促進（再掲） 
⑩ 避難行動要支援者支援体制の構築（水害時）

（再掲） 
⑪ 上水道の整備（再掲） 
⑫ 感染症対策の推進（再掲） 
⑬ 下水道（汚水）の整備（再掲） 
⑭ 廃棄物及びし尿処理体制の整備（再掲） 

3 
必要不可欠
な行政機能
は確保する 

3-1 
被災による警察機能の大幅な低下に
よる治安の悪化、社会の混乱 

① 市街地の整備（再掲） 
② 道路及び橋りょうの整備・維持管理（再掲） 
③ 防犯対策の促進（再掲） 
④ 男女共同参画の推進（再掲） 

3-2 
市の職員・施設等の被災による機能
の大幅な低下 

① 業務継続体制の確保 
② 設備の維持整備 
③ 職員の災害対応能力の向上 
④ 公共施設の耐震化（再掲） 
⑤ 避難行動要支援者支援体制の構築（震災時）

（再掲） 
⑥ 男女共同参画の推進（再掲） 
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事前に備える
べき目標 

リスクシナリオ 
（起きてはならない最悪の事態） 

施策 

4 

必要不可欠
な情報通信
機能・情報
サービスは
確保する 

4-1 
防災・災害対応に必要な通信インフ
ラの麻痺・機能停止 

① 情報伝達体制の整備（再掲） 
② 業務継続体制の確保（再掲） 

4-2 
テレビ・ラジオ放送の中断等により
災害情報が必要な者に伝達できない
事態 

① 公共施設の耐震化（再掲） 
② 避難行動要支援者支援体制の構築（水害時）

（再掲） 
③ 情報伝達体制の整備（再掲） 
④ 業務継続体制の確保（再掲） 

4-3 

災害時に活用する情報サービスが機
能停止し、情報の収集・伝達ができ
ず、避難行動や救助・支援が遅れる
事態 

① 公共施設の耐震化（再掲） 
② 避難行動要支援者支援体制の構築（水害時）

（再掲） 
③ 情報伝達体制の整備（再掲） 
④ 業務継続体制の確保（再掲） 

5 
経済活動を
機能不全に
陥らせない 

5-1 
サプライチェーンの寸断等による企
業の生産力低下 

① 市街地の整備（再掲） 
② 道路及び橋りょうの整備・維持管理（再掲） 

5-2 
エネルギー供給の停止による、社会
経済活動・サプライチェーンの維持
への甚大な影響 

① エネルギー供給事業者等との連携強化 
② 再生可能エネルギー等の代替エネルギーの確

保（再掲） 

5-3 
重要な産業施設の損壊、火災、爆発
等 

① 有害物質等の流出防止 
② 消防力の強化（再掲） 
③ 上水道の整備（再掲） 

5-4 
交通ネットワークの機能停止による
物流・人流への甚大な影響 

① 地域交通の確保 
② 市街地の整備（再掲） 
③ 道路及び橋りょうの整備・維持管理（再掲） 
④ 道路ネットワークの形成（再掲） 

5-5 食料等の安定供給の停滞 ① 地域農業・農地等の保全 

5-6 
異常渇水等による用水供給途絶に伴
う、生産活動への甚大な影響 

① 上水道の整備（再掲） 
② 地域農業・農地等の保全（再掲） 

6 

ライフライ
ン、燃料供
給関連施
設、交通ネ
ットワーク
等の被害を
最小限に留
めるととも
に、早期に
復旧させる 

6-1 

電力供給ネットワーク（発変電所、
送配電設備）や都市ガス供給、石
油・LPガスサプライチェーン等の長
期間にわたる機能の停止 

① 再生可能エネルギー等の代替エネルギーの確
保（再掲） 

6-2 上水道等の長期間にわたる供給停止 

① 消防力の強化（再掲） 
② 上水道の整備（再掲） 
③ 再生可能エネルギー等の代替エネルギーの確

保（再掲） 

6-3 
汚水処理施設等の長期間にわたる機
能停止 

① 下水道（汚水）の整備（再掲） 
② 廃棄物及びし尿処理体制の整備（再掲） 

6-4 
交通インフラの長期間にわたる機能
停止 

① 市街地の整備（再掲） 
② 道路及び橋りょうの整備・維持管理（再掲） 
③ 道路ネットワークの形成（再掲） 
④ 地域交通の確保（再掲） 

6-5 
防災インフラの長期間にわたる機能
不全 

① 共通情報基盤の整備 
② 市街地の整備（再掲） 
③ 雨水排水施設の整備・維持管理（再掲） 
④ 下水道（雨水）の整備（再掲） 
⑤ 業務継続体制の確保（再掲） 
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事前に備える
べき目標 

リスクシナリオ 
（起きてはならない最悪の事態） 

施策 

7 

制御不能な
複合災害・
二次災害を
発生させな
い 

7-1 
地震に伴う市街地の大規模火災の発
生による多数の死傷者の発生 

① 緑地の確保 
② 市街地の整備（再掲） 
③ 市営住宅の整備（再掲） 
④ 消防力の強化（再掲） 
⑤ 上水道の整備（再掲） 

7-2 
沿線・沿道の建物倒壊に伴う閉塞、
地下構造物の倒壊等に伴う陥没によ
る交通麻痺 

① 民間建築物等の耐震化（再掲） 
② 災害に強いまちづくりの推進（再掲） 
③ 市街地の整備（再掲） 
④ 道路及び橋りょうの整備・維持管理（再掲） 
⑤ 道路ネットワークの形成（再掲） 
⑥ 空き家対策の推進（再掲） 
⑦ 下水道（雨水）の整備（再掲） 
⑧ 上水道の整備（再掲） 
⑨ 下水道（汚水）の整備（再掲） 
⑩ 緑地の確保（再掲） 

7-3 
防災インフラの損壊・機能不全によ
る二次災害の発生 

① 市街地の整備（再掲） 
② 雨水排水施設の整備・維持管理（再掲） 
③ 雨水貯留施設の促進（再掲） 
④ 下水道（雨水）の整備（再掲） 
⑤ 業務継続体制の確保（再掲） 
⑥ 共通情報基盤の整備（再掲） 

7-4 有害物質の大規模拡散・流出 

① 放射線モニタリングの推進 
② 消防力の強化（再掲） 
③ 上水道の整備（再掲） 
④ 有害物質等の流出防止（再掲） 

8 

社会・経済
が迅速かつ
従前より強
靱な姿で復
興できる条
件を整備す
る 

8-1 
大量に発生する災害廃棄物の処理の
停滞により復興が大幅に遅れる事態 

① 市街地の整備（再掲） 
② 道路及び橋りょうの整備・維持管理（再掲） 
③ 道路ネットワークの形成（再掲） 
④ 廃棄物及びし尿処理体制の整備（再掲） 

8-2 

復興を支える人材等（専門家、コー
ディネーター、労働者、地域に精通
した技術者等）の不足、より良い復
興に向けたビジョンの欠如等により
復興できなくなる事態 

① 地域人材の確保 
② 地域活動の推進 
③ 災害に強いまちづくりの推進（再掲） 
④ 外国人支援体制の構築（再掲） 
⑤ 廃棄物及びし尿処理体制の整備（再掲） 
⑥ 男女共同参画の推進（再掲） 
⑦ 職員の災害対応能力の向上（再掲） 
⑧ 地域農業・農地等の保全（再掲） 

8-3 
広域かつ長期にわたる浸水被害の発
生により復興が大幅に遅れる事態 

① 市街地の整備（再掲） 
② 雨水排水施設の整備・維持管理（再掲） 
③ 雨水貯留施設の促進（再掲） 
④ 下水道（雨水）の整備（再掲） 
⑤ 地域農業・農地等の保全（再掲） 

8-4 
貴重な文化財や環境的資産の喪失、
地域コミュニティの崩壊等による有
形・無形の文化の衰退・損失 

① 文化財・観光資源の保全 

8-5 
事業用地の確保、仮設住宅・仮店
舗・仮事業所等の整備が進まず復興
が大幅に遅れる事態 

① 住宅確保体制の整備 
② 市街地の整備（再掲） 
③ 道路及び橋りょうの整備・維持管理（再掲） 

8-6 
風評被害や信用不安、生産力の回復
遅れ、大量の失業・倒産等による地
域経済等への甚大な影響 

① 地域産業の創出・強化 

 



（１）　事前に備えるべき目標１　直接死を最大限防ぐ　

１－１　住宅・建物・交通施設等の倒壊による多数の死傷者の発生

➀　公共施設の耐震化

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

01010101
やしお生涯楽習館運営事
業

市民活力推
進部

市民協働推
進課

教育文化・
コミュニ
ティ

　生涯学習において習得した、知識、
技能やボランティア活動の経験を活用
し、他者に提供することにより、提供
する側、提供される側、両者の学習機
会の拡充を図る。また、地域に根ざし
た活動を一層促進するため、会館の充
実や有効利用、他の施設との連携を強
化する。

 
　施設の管理、運営、改修事業を行
う。

指標なし
適正な維持管理
を行う

01020205 小学校施設整備事業 教育総務部 教育総務課
教育文化・
コミュニ
ティ

・小学校の老朽化施設の修繕及び改修
　工事を行い、児童の安全、良好な教
　育環境の確保を図る。
・八潮駅周辺の児童数増加に対応する
　ため八潮市学校適正配置指針・計画
　に基づき小学校施設の増築や新設小
　学校を整備する。

・小学校の施設維持、備品に要する修
　繕を計画的に実施する。
・八潮市学校施設長寿命化計画に基づ
　き老朽化した施設等の改修工事を実
　施する。
・八潮市学校適正配置指針・計画に基
　づき小学校施設の増築や新設小学校
　を整備する。

施設改修工
事

件 3 5

01020206 中学校施設整備事業 教育総務部 教育総務課
教育文化・
コミュニ
ティ

　中学校の老朽化施設の修繕及び改修
工事を行い、生徒の安全、良好な教育
環境の確保を図る。

・中学校の施設維持、備品に要する修
　繕を計画的に実施する。
・八潮市学校施設長寿命化計画に基づ
　き老朽化した施設等の改修工事を実
　施する。

施設改修工
事

件 2 5

01020213 小学校大規模改修事業 教育総務部 教育総務課
教育文化・
コミュニ
ティ

　老朽化した教育施設の改善を図るた
め、八潮市学校施設長寿命化計画に基
づき大規模改修工事を行い、児童の安
全を確保し、教育環境の充実を図る。

　八潮市学校施設長寿命化計画の改修
優先順位に基づき、学校施設の大規模
改修工事等を実施する。

大規模改修
工事

件 0 1

01020214 中学校大規模改修事業 教育総務部 教育総務課
教育文化・
コミュニ
ティ

　老朽化した教育施設の改善を図るた
め、八潮市学校施設長寿命化計画に基
づき大規模改修工事を行い、生徒の安
全を確保し、教育環境の充実を図る。

　八潮市学校施設長寿命化計画の改修
優先順位に基づき、学校施設の大規模
改修工事等を実施する。

大規模改修
工事

件 0 0
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事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

01040401 公民館施設管理事業 教育総務部
社会教育課
公民館・図
書館

教育文化・
コミュニ
ティ

　市民が公民館を安心・安全に利用で
きるように、公民館施設の適正な維持
管理を行う。

・建築設備、エレベーター等の保守点
　検など、施設の維持管理を行い、利
　用者の安全安心や利便を確保する。
・八條公民館指定管理者に対し、施設
　の維持管理について指導助言を行
　う。

指標なし
適正な維持管理
を行う

02060101
老人福祉センター運営事
業

健康福祉部 長寿介護課
健康福祉・
子育て

　高齢者に対して各種の相談に応ずる
とともに健康の増進、教養の向上及び
レクリエーションなどの機会を提供す
ることを目的とする。

　必要に応じて老人福祉センターの老
朽化に伴う施設の修繕工事を実施す
る。

指標なし
適正な維持管理
を行う

06040106 新庁舎整備事業 企画財政部
アセットマ
ネジメント
推進課

新公共経営

　平成28年11月に策定した「八潮市庁
舎耐震化方針」に基づき、建替えによ
る庁舎の耐震化を実施する。
　また、「八潮市公共施設マネジメン
トアクションプラン」に基づき、リー
ディングプロジェクト「庁舎再整備・
複合化・質向上プロジェクト」として
建替えを優先的に取り組む。
　防災活動の中心となる防災中枢拠点
とするために、防災対応スペースや防
災関連資機材の備蓄、自家発電等の
バックアップ機能の強化を図る。
　災害対策本部として、市の統括的防
災活動を行うために、必要な設備や防
災情報ネットワーク機能の強化を図
る。

　これまで設計においては、災害対策
本部が、統括的防災活動を確実に行え
るように、迅速な対応（情報収集・発
信、関係機関等との連携・情報共有
等）と、機能維持のための対策（非常
用発電機、2回線電力引込、止水板設
置等）が可能な配置・設備とした。今
後は、令和６年１月のオープンを目指
し設計に基づいた建設工事を進める。

指標なし なし

06040107 営繕・施設管理事業 企画財政部
アセットマ
ネジメント
推進課

新公共経営

　八潮市公共施設マネジメントアク
ションプランにおける「公共施設等長
寿命化方針」及び「公共施設再編計
画」に基づき、施設の長寿命化、財政
負担の軽減・平準化を図るため、ア
セットマネジメントの取組みを推進
し、適正な維持管理と改修・修繕を行
い、市民が安全・安心・快適に施設を
利用できることを目的とする。

　「公共施設再編計画」において維持
すると位置付けられた公共施設につい
ては、老朽化を少しでも遅らせ、安全
で快適に利用してもらうため、不都合
が生じる前に『予防保全型』の改修、
修繕を実施する。また、廃止すると位
置付けられた施設については、民間活
力の活用も含めて、跡地の有効活用を
検討し、敷地を更地化する。

指標なし なし

06040108 新スポーツ施設整備事業 企画財政部
アセットマ
ネジメント
推進課

新公共経営

　平成29年８月に策定した「文化ス
ポーツセンター耐震化方針」に基づ
き、建替えによる新スポーツ施設の整
備を行う。
　また、「八潮市公共施設マネジメン
トアクションプラン」に基づき、リー
ディングプロジェクト「文化スポーツ
センター再整備・質向上プロジェク
ト」として再整備に取り組む。

　新庁舎整備の進捗状況に合わせて、
新スポーツ施設整備に向け、計画の策
定などの準備に着手していく。

指標なし なし
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➁　民間建築物等の耐震化

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05070204
民間住宅等耐震化促進事
業

都市デザイ
ン部

開発建築課
都市基盤・
環境

・旧耐震の民間住宅耐震化の促進によ
　り、住宅の安全性を確保する。
・地震や火災等に強いまちづくりを推
　進するため建築物等の耐震及び耐火
　の向上を図る。
・地震時の安全対策に係る取組みとし
　て、ブロック塀等の改修指導を行
　う。

・民間住宅の耐震性向上について、耐
　震相談や簡易耐震診断を実施する。
・耐震化促進及び危険ブロック塀等撤
　去改修のため補助金交付事業を実施
　する。
・民間建築物の耐震・不燃化を促進す
　る。
・地震時のブロック塀等の倒壊防止パ
　ンフレットを配布する。

住宅の耐震
化率（推
計）

％ 83 95

05070203 建築行政事務
都市デザイ
ン部

開発建築課
都市基盤・
環境

・建築基準法に基づく建築確認申請及
　び建設リサイクル法に基づく届出を
　審査し、財産の保護を図り住みよい
　まちづくりに寄与する。
・住まいの安全性を確保するため、完
　了検査の受検率の向上を促進する。
・建築協定の活用を促進し良好な住環
　境の向上を図る。

・建築基準法及び条例に基づく申請の
　受付・審査を行う。
・建設リサイクル法に基づく届出を受
　理する。
・違反建築物に対して是正指導及び措
　置を行う。
・建築確認検査制度による建築物の安
　全性確保についてPRする。
・建築協定の活用を促進する。

実完了検査
率

％ 96.9 100

05070202 住生活基本計画策定事業
都市デザイ
ン部

都市計画課
都市基盤・
環境

　市民の誰もが安心して住むことがで
きる住環境の整備を図るため、住生活
基本計画を策定し、福祉施策と連携を
図り、子育て世帯や高齢者世帯等に配
慮した総合的な住宅施策を展開する。

　住宅施策の体系的整理 指標なし なし

③　コミュニティ施設の整備

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

01080201
コミュニティ施設整備事
業

市民活力推
進部

市民協働推
進課

教育文化・
コミュニ
ティ

・地域住民の日常的な活動の場となる
　コミュニティ施設等の整備充実を図
　る。
・世代を超えた地域住民の交流を通じ
　て地域コミュニティの活性化を図
　る。

・各町会自治会の拠点となるコミュニ
　ティに必要な施設等の改修・修繕に
　対し補助金を交付する。
・複合型コミュニティ施設の整備につ
　いてはアセットマネジメントとの整
　合性を図り進めていく。

町会自治会
館建設（コ
ミ活事業）

箇所 0 1

01080202
コミュニティセンター施
設管理事業

市民活力推
進部

市民協働推
進課

教育文化・
コミュニ
ティ

　地域住民の間に連帯感を醸成し、心
豊かなコミュニティの形成を促進する
とともに、市民のコミュニケーション
活動の拠点として、快適で、安心して
利用できる施設の維持管理を行う。ま
た、八潮市社会福祉協議会を指定管理
者とし、効率的な運営を図る。

・施設の老朽化に伴い、計画的な修繕
　を実施する。
・魅力ある施設づくりのための自主事
　業を実施する。

指標なし
適正な維持管理
を行う
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④　避難行動要支援者支援体制の構築（震災時）

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

2060206 高齢者支援事業 健康福祉部 長寿介護課
健康福祉・
子育て

　高齢者保険福祉計画の実施、やしお
苑への運営支援、老人クラブ及びシル
バー人材センターへの補助金を交付す
ることで、高齢者が安全に安心して暮
らしつづけることができるよう支援す
ることを目的とする。

　高齢者保健福祉推進審議会を開催す
ることで、高齢者保健福祉計画の着実
な実施を図る。

指標なし
適正な維持管理
を行う

02070201
地域活動支援センター事
業

子育て福祉
部

障がい福祉
課

健康福祉・
子育て

・障がい者等を通わせ、地域の実情に
　応じ、創作的活動又は生産活動の機
　会の提供、社会との交流の促進等の
　便宜を供与し障がい者等の地域生活
　支援の促進を図ることを目的とす
　る。
・身体障がい者の社会参加を促進す
　る。

・「精神障害者地域活動支援センター
　あけぼの」において、主に精神障が
　い者を対象に、創作活動や生産活動
　の機会を提供する。
・「身体障害者福祉センターやすら
　ぎ」において、身体障害者福祉法に
　基づき、身体障がい者の教養の向
　上、社会との交流促進及びレクリ
　エーション等を行うとともに、地域
　活動支援センターとして各種事業を
　行う。

身体障がい
者福祉セン
ター延べ利
用者数

人 2,523 5,600

02070202
障がい者福祉施設運営事
業

子育て福祉
部

障がい福祉
課

健康福祉・
子育て

　障害者の日常生活及び社会生活を総
合的に支援するための法律に基づく生
活介護・就労継続支援Ｂ型を実施し、
障がい者及びその保護者等の福祉の増
進を図る。

・生活介護事業では、常に介護を必要
　とする人に、昼間、施設において排
　泄・食事の介護等を行うとともに、
　創作的活動または生産活動の機会を
　提供する。
・就労継続支援Ｂ型事業では、一般企
　業等への就労が困難な人に働く場を
　提供するとともに、知識及び能力の
　向上のために必要な訓練を行う。

障がい者福
祉施設稼動
率

％ 86 848



⑤　災害に強いまちづくりの推進

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05010101 都市計画基本事業
都市デザイ
ン部

都市計画課
都市基盤・
環境

・都市計画制度等の運用により、自然
　環境と調和した均衡ある土地利用を
　推進する。
・平成２０年度に策定した八潮市都市
　計画マスタープランに基づき、地域
　特性を活かしたまちづくりを推進す
　る。

・都市計画に関する基礎的な調査を行
　い、その結果等を踏まえて都市計画
　の制度を運用する。
・八潮市都市計画マスタープランに示
　されたまちづくりを推進するための
　周知や、都市計画に関する情報の提
　供を行う。
・人口減少や高齢化などの課題に対応
　した、持続可能なまちづくりについ
　て、検討を行う。

土地利用方
針図に沿っ
た土地利用
の施行面積

ha 390.4 446.6

05010202 協働による開発事業
都市デザイ
ン部

開発建築課
都市基盤・
環境

・良好な都市環境の形成を図るため、
　総合型まちづくり条例により、都市
　計画マスタープランの土地利用方針
　の実現を図る。また、市民、事業
　者、市との「参加と協働のまちづく
　り」を進める。
・都市計画法令（開発関連）の適正な
　事務を執行する。

・まちづくり条例に基づき、まちの将
　来像を実現するための制度、仕組み
　により、協働によるまちづくり施策
　を展開する。
・関係法令等に基づき開発行為等の事
　務を執行する。
・条例改正について、定期的に検証す
　る。
・都市計画法違反に対して是正指導及
　び措置を行う。

条例におけ
る開発基準
適合区域面
積

ha
(累計)

77 93
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⑥　市街地の整備

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05010302 西部拠点形成事業
都市デザイ
ン部

都市計画課
都市基盤・
環境

　つくばエクスプレス沿線整備と一体
に、都市高速道路八潮南ランプに近接
する交通利便性を活かし、新しい産
業、業務や文化機能の複合的な導入を
主体とした拠点の形成を図る。

　開発構想案の実現に向けた、都市計
画上の課題（用途地域、容積率、高度
地区等）については、市の将来展望に
立った西部拠点の形成方針等を考慮し
ながら、都市計画としての対応方策を
検討する。

指標なし なし

05020102
西袋上馬場土地区画整理
事業

都市デザイ
ン部

区画整理課
都市基盤・
環境

　事業地区内の公共施設の整備改善及
び宅地の利用増進を図り、安全で快適
な住環境を整備する。

・土地区画整理事業
　施行面積：３９.０ha
・【整備計画】
　街路延長：１０,９５８.７ｍ
　公　　園：５箇所
　建物移転：５４３棟

事業の進捗
率（街路築
造率）

％ 19.5 82

05020103
大瀬古新田土地区画整理
事業

都市デザイ
ン部

区画整理課
都市基盤・
環境

　事業地区内の公共施設の整備改善及
び宅地の利用増進を図り、安全で快適
な住環境を整備する。

・土地区画整理事業
　施行面積：５２.３ha
・【整備計画】
　街路延長：１４,０１９.２ｍ
　公　　園：９箇所
　建物移転：４４６棟

事業の進捗
率（街路築
造率）

％ 56.2 100

05020104
八潮南部東一体型特定土
地区画整理事業

都市デザイ
ン部

区画整理課
都市基盤・
環境

　事業地区内の公共施設の整備改善及
び宅地の利用増進を図り、安全で快適
な住環境を整備する。

・土地区画整理事業
　施行面積：８８.１ha
・【整備計画】
　街路延長：２２,２５８ｍ
　公　　園：５箇所
　建物移転：３８３戸

事業の進捗
率（街路築
造率）

％ 65.5 100

05020105
鶴ヶ曽根・二丁目土地区
画整理事業

都市デザイ
ン部

区画整理課
都市基盤・
環境

　事業地区内の公共施設の整備改善及
び宅地の利用増進を図り、安全で快適
な住環境を整備する。

・土地区画整理事業
　施行面積：５０.２ha
・【整備計画】
　街路延長：１５,１９９ｍ
　公　　園：６箇所
　建物移転：３５３棟

事業の進捗
率（街路築
造率）

％ 99.7 100

05020107
八潮南部西一体型特定土
地区画整理促進事業

都市デザイ
ン部

区画整理課
都市基盤・
環境

　埼玉県が施行する南部西地区の土地
区画整理事業を促進する。

　覚書に基づき、土地区画整理事業の
国庫補助金に係る地方負担金の一部を
負担する。

負担金執行
率

％ 80.3 97.1

05020114 東部拠点形成事業
都市デザイ
ン部

都市計画課
都市基盤・
環境

　つくばエクスプレス沿線整備と一体
に、既存の公共施設とも連携し、地域
のコミュニティ活動を支える教養・文
化機能の導入を主体とした拠点の形成
を図る。

　既存の公共公益施設との連携による
教養・文化機能を導入する。

指標なし なし
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⑦　道路及び橋りょうの整備・維持管理

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05030204 道路改良等事業 建設部 道路治水課
都市基盤・
環境

　歩車道の新設・改良及び歩道部の段
差解消、私道における道路整備に対し
て補助金の交付を行う等、人にやさし
い道づくりを推進し、安全かつ快適な
生活環境を確保することにより、市民
生活に密着した道路の整備を図る。

　歩車道の改良・歩道段差解消・舗装
新設工事等、及び私道整備に係る補助
金の交付を継続して実施する。

指標なし なし

05030203 用地取得事業 建設部 道路治水課
都市基盤・
環境

　道路の舗装及び改良を推進し、安全
かつ快適な生活環境を確保することに
より、市民生活に密着した道路整備を
進める。

　道路整備にあたり、道路用地の取得
や支障となる電柱等、配線設備の補
償、また、道路拡幅にあたり、支障と
なるブロック塀等の補償を行う。

隅切り買収
箇所数

箇所 0 なし

05030401 道路橋りょう管理事務 建設部 道路治水課
都市基盤・
環境

　道路環境の整備・成果と道路の整
備・道路維持管理の充実により市民生
活の向上を図る。

指標なし なし

05030403 橋りょう維持事業 建設部 道路治水課
都市基盤・
環境

　橋りょうの安全性を確保するため、
適正な維持管理を図る。

　八潮市橋りょう長寿命化修繕計画に
基づき、定期点検や、補修工事を順次
実施する。

修繕計画に
基づく工事

橋 1 なし

05030404 道路管理事務 建設部 道路治水課
都市基盤・
環境

　人や車両等が安全で快適に移動でき
る道路環境等を確保し、道路の適正な
維持管理を行う。

・道路の計画的な整備を推進するた
　め、用地測量を実施する。
・用地境界の管理（道路台帳の補正、
　官民境界の復元、官民境界の確認）
・許認可事務（道路法24条、32条、特
　殊車両通行許可等）
・分筆手数料の軽減を図るため助成を
　行う。
・放置自動車（自転車）等の撤去。
・法定外公共物等（道路）の払下げ及
　び付替え等の嘱託登記事務。

放置自動車
（自転車）
の撤去台数

台 64 なし

03050201 放置自転車対策事業 生活安全部 交通防犯課
防災・防
犯・消防・
救急

・主要なバス停留所に設置している自
　転車駐車場を適切に管理し、交通利
　便性の向上を図る。
・八潮駅周辺に自転車が放置されない
　ように案内誘導するとともに、一定
　時間放置された自転車を撤去・保管
　するなど、駅周辺の安全で快適な道
　路交通環境を確保する。

・大瀬、南川崎、中馬場、木曽根にあ
　る自転車駐車場の管理を行う。
・八潮駅周辺における放置自転車禁止
　区域内の管理を行う。
・撤去した放置自転車の保管、返還を
　行う。

撤去自転車
台数

台 289 500

03050202
路上放置自動車等対策推
進事業

生活安全部 交通防犯課
防災・防
犯・消防・
救急

　交通事故の発生要因の一つとなって
いる路上放置自動車を移動、撤去し、
安全で快適な道路環境を確保する。

　路上放置自動車を発見（覚知）した
ら、速やかに自主移動（撤去）の措置
を講じる。また、自主移動（撤去）が
困難な場合は、十分な調査を実施した
のち廃物判定委員会に諮問する。さら
に、廃物判定委員会の答申を踏まえ公
示などの措置を講じて適切に処理す
る。

放置自動車
処分台数

台 0 2
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事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

03050204 交通環境整備事業 生活安全部 交通防犯課
防災・防
犯・消防・
救急

　交通事故を未然に防止するため、夜
間や見通しの悪い交差点に道路照明
灯、道路反射鏡及び路面標示等を整備
する。

・故障や老朽化している道路照明灯や
　道路反射鏡、さらには消えかかって
　いる路面標示の修繕を行う。
・道路環境や交通状況、さらには市民
　からの要望を参考に道路照明灯、道
　路反射鏡及び路面標示等を整備す
　る。

人身交通事
故件数

件 239 200以下

⑧　道路ネットワークの形成

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05030101 都市計画道路整備事業 建設部 道路治水課
都市基盤・
環境

　都市の骨格を形成する都市計画道路
の整備を推進し、市民生活の利便性の
向上を図る。

・都市計画道路を市が整備する場合、
　路線測量、用地測量、用地取得、道
　路設計を実施し、道路整備を行う。
・都市計画道路を埼玉県が施行する場
　合、事業費のうち国庫補助金を除い
　た事業費の１／５を負担する。

都市計画道
路の整備率

％ 78.13 なし

05030402 道路維持事業 建設部 道路治水課
都市基盤・
環境

　道路補修業務と道路パトロールの強
化等による危険箇所の早期発見、早期
対応に努め、事故等を未然に防ぐ道路
復旧体制を構築し、適正な維持管理を
図る。

・民間委託を導入するなど道路パト
　ロールを強化して危険箇所の早期発
　見、早期対応に努める。
・八潮市舗装個別施設計画に基づき、
　国庫補助金を活用しながら道路維持
　工事（舗装打替等）を実施する。
・快適な道路環境を維持するために、
　道路清掃、側溝しゅんせつ、街路樹
　等の管理を実施する。

市民要望に
対する業者
対応

件 59 なし

⑨　空き家対策の推進

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05040201 良好な都市景観形成事業
都市デザイ
ン部

都市計画課
都市基盤・
環境

　魅力ある都市空間を形成するため、
総合的な景観施策を展開し、地域の特
性を活かした景観まちづくりの推進を
図る。

・景観計画の届出による調和のとれた
　良好な街並み景観を誘導する。
・良好な街並み景観の保全のため、ま
　ちの景観と空家等対策計画や条例に
　基づき管理不全状態の空家等に総合
　的な対策を行う。

指標なし なし

1
2



⑩　市営住宅の整備

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05070101 市営住宅改修事業 建設部 市営住宅課
都市基盤・
環境

　市営住宅長寿命化計画に基づき、長
寿命化を図るべき住宅とした中層住宅
は、計画的に改修工事を実施し、高齢
者等にも配慮された安全で安心な居住
環境が整備されている。

　中層住宅（宮田団地5階建、大原団
地1・2号棟、中馬場住宅1・2号棟）
は、維持管理改善費の縮減と長寿命化
を図るため、大規模改修工事を実施す
る。
　また、令和2年度に中層市営住宅90
戸の大規模改修が完了することから、
令和3年度に長寿命化計画の見直しを
行い、計画的に改修工事を実施するこ
とで長寿命化を図る。

長寿命化を
図るべき個
別改善事業
の改修率

％ 100 100

05070102 市営住宅管理事業 建設部 市営住宅課
都市基盤・
環境

　市営住宅は、適正かつ効率的に管理
を行い、保守点検、清掃委託及び施設
の修繕を計画的に実施し、良質な住ま
いで安心して暮らしていける居住環境
が維持されている。

　日常の施設維持管理となる植木手入
れ、貯水槽清掃、給水ポンプ保守点
検、消防設備等保守点検については、
業務委託により実施する。また、施設
の修繕については、修繕及び工事発注
により実施する。

市営住宅管
理事業委託
結果に基づ
く指摘項目

件 3 0

05070103 市営住宅建替等事業 建設部 市営住宅課
都市基盤・
環境

　老朽化した低層市営住宅は、財政負
担の軽減・平準化を考慮しながら事業
方式を選定し、建替等事業を計画的に
実施することで、市営住宅の最適な配
置が実現されている。

　市営住宅建替等事業は、アセットマ
ネジメントアクションプランにより、
老朽化した低層市営住宅と人口増に伴
う戸数の拡充を借上げ型により実施す
る。

建替等事業
実施率

％ 30 100

⑪　自主防災組織の整備

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

03010201 自主防災組織育成事業 生活安全部
危機管理防
災課

防災・防
犯・消防・
救急

　行政による災害対応には限界がある
ことから、自らの身は自らが守る「自
助」及び地域において互いに助け合い
地域を守る「共助」の考え方に基づ
き、自主的に災害に備え、災害時には
応急活動を実施し被害の軽減及び拡大
防止が図られるよう、自主防災組織の
育成を図る。

・自主防災組織相互の連携強化を図り
　地域住民の防災意識を高めるため、
　自主防災組織連絡協議会へ補助金を
　交付する。
・自主防災組織の育成を図るため、自
　主防災活動に要する費用に対し補助
　金を交付する。
・各自主防災組織が開催する訓練等に
　出向き、防災･減災の情報発信を行
　い、自助・共助の意識を高め、地域
　防災力の向上に努める。
・地域の防災計画である地区防災計画
　作成を支援する。

指標なし なし
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１－２　建物が密集する地域や不特定多数が集まる施設における大規模火災による多数の死傷者の発生

➀　消防力の強化

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

03040101 広域消防推進事業 生活安全部
危機管理防
災課

防災・防
犯・消防・
救急

　平成27年10月に草加八潮消防組合が
設立され、平成28年4月1日に草加八潮
消防局が発足した。適正な草加八潮消
防組合の運営を目的として負担金を支
出する。

・草加八潮消防組合との連絡調整を行
　う。
・負担金の支出及び精算事務を行う。
・草加八潮消防組合運営事業負担金
　（共通経費）
・草加八潮消防組合運営事業負担金
　（単独経費）
・消防団事業負担金（単独経費）
・消防庁舎整備事業負担金
　（単独経費）
・消防水利整備事業負担金
　（単独経費）

指標なし なし

➁　防災知識の普及・啓発

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

03010202 総合防災訓練実施事業 生活安全部
危機管理防
災課

防災・防
犯・消防・
救急

　災害時において、被害を最小限に抑
えるため最も重要なことは、迅速かつ
的確な防災活動である。そのため、災
害発生時の初期対応について、防災訓
練を実施する。

　災害時に自助、共助による自発的な
防災活動が行えるよう、実践的な訓練
内容により、総合防災訓練を実施す
る。また、市、自主防災組織及び防災
関係機関との連携が図られるよう訓練
を実施する。

指標なし なし
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➂　防災教育の推進及び学校の危機管理能力の向上

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

01020101 教育指導推進事業 学校教育部 指導課
教育文化・
コミュニ
ティ

　一人一人に応じたきめ細かな学習指
導や生徒指導を実施することにより、
学力向上や児童生徒の「生きる力」を
育む。八潮こども夢大学、八潮こども
防災マイスターなどの事業を通して、
学習することの楽しさを体験すること
により、自分の将来の夢を育む。いじ
めの授業などを通して、いじめ解消率
100％を目指す。

　人権文集の作成、八潮こども夢大学
と八潮こども防災マイスターの実施、
いじめゼロ条例の周知及び教育活動全
体を通していじめの授業の実施、理科
支援員の全校配置、学習塾との連携事
業の実施を行う。

指標なし なし

01020405 学校安全教育推進事業 学校教育部 指導課
教育文化・
コミュニ
ティ

　各小中学校において、児童生徒の命
を守ることを最優先し、危機に対する
判断能力や危機回避能力の育成を図る
とともに、教職員の危機管理能力の向
上を図る。

・自然災害や不審者に備えた避難訓練
　を実施する。
・交通安全教室を実施する。
・地域安全マップの見直しを行う。
・「子ども避難所」の増設に努める。
・スクールガード・リーダーや防犯パ
　トロール・ボランティア協力員との
　連携を深める。

地域安全
マップの見
直し

％ 100 100

④　外国人支援体制の構築

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

01080301 多文化交流活動支援事業
市民活力推
進部

市民協働推
進課

教育文化・
コミュニ
ティ

　ボランティア団体等と連携し、研修
会やイベント等の事業を開催すること
により、外国人市民との交流を促進す
る。

・多文化共生の推進に関する調査、検
　討を行う。
・市民団体と協働し、国際交流イベン
　トを実施する。
・日本語ボランティアの育成を図る。
・多言語サポーター（通訳・翻訳ボラ
　ンティア）の募集・活用。

多言語サ
ポーターの
登録者数

人 50

⑤　コミュニティ施設の整備（再掲）【１－１－③】

⑥　避難行動要支援者支援体制の構築（震災時）（再掲）【１－１－④】

⑦　災害に強いまちづくりの推進（再掲）【１－１－⑤】

⑧　市街地の整備（再掲）【１－１－⑥】

⑨　自主防災組織の整備（再掲）【１－１－⑪】
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１－３　　浸水による多数の死傷者の発生

➀　雨水排水施設の整備・維持管理

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05060102 水路整備事業 建設部 道路治水課
都市基盤・
環境

　水路の計画的な整備を図り、排水の
流下能力向上と、生活環境の改善を図
る。

・水路の排水能力を把握し、治水対策
　を図る。
・水路整備工事により水路機能・流下
　能力の維持、確保を図る。

水路整備工
事

ｍ 224 なし

05060103 排水機場施設整備事業 建設部 道路治水課
都市基盤・
環境

・既存排水施設の整備工事
・台風や集中豪雨の際に、河川の潮位
　に影響を受けずに効果的な内水排除
　を図るため、主要な落し（水門）等
　に自動ポンプを設置する。

・既存排水施設の老朽化に伴う、設備
　整備工事。
・主要な落し（水門）等に自動ポンプ
　を設置。
・新規に排水機場等を整備する場合に
　対応。

設備更新 箇所 なし

05060106 都市下水路整備事業 建設部 下水道課
都市基盤・
環境

　都市下水路事業として、古新田排水
区の内水排水能力の増強により、治水
安全度の向上を図り、安全で快適な都
市環境を形成する。

　古新田ポンプ場増築工事を委託した
日本下水道事業団と定期的に調整を図
り、施設の排水能力増強を図る。

増設ポンプ
数

基 0 1

➁　雨水貯留施設の促進

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05060107 雨水流出抑制対策事業 建設部 下水道課
都市基盤・
環境

　雨水流出を抑制し、下水道や河川へ
の負担軽減及び雨水の有効利用を図
る。

・雨水貯留施設を設置し、雨水の有効
　利用を行うものに対してその設置に
　要する経費の一部を助成する。
　①不用浄化槽の転用補助
　　80,000円/件
　②市販の雨水貯留槽補助
　　25,000円/件を上限として、経費
　　の1/2以内

貯留量 ｔ 0.58 23.1

05060203 水路管理事務 建設部 道路治水課
都市基盤・
環境

　水路施設の適正な維持管理を行うと
共に宅地開発に伴う雨水貯留施設等の
整備を促進し、流出抑制対策に努め
る。

・水路の計画的な整備を推進するた
　め、用地測量を実施する。
・整備された水路について、水路台帳
　整備を行う。
・開発に伴う雨水貯留施設の設置につ
　いて、適正な指導を行う。
・法定外公共物等（水路）の払下げ及
　び付替え等の嘱託登記事務を行う。

水路台帳整
備率
（水路台帳
総延長）

％ 18.85 なし

1
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➂　災害拠点施設の整備促進

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05010301 北部拠点まちづくり事業
都市デザイ
ン部

都市計画課
都市基盤・
環境

　東埼玉道路や高速外環状道路による
良好な交通アクセスを活かしつつ、外
環自動車道八潮パーキングエリアの整
備と併せ、交通施設の設置や流通業務
機能、集客施設等の導入を主体とした
拠点の形成を図る。

・(仮称)外環八潮ＰＡ整備の促進に関
　すること。
・(仮称)外環八潮スマートＩＣの整備
　に関すること。
・(仮称)入谷東西線の整備に関するこ
　と。
・北部拠点の形成に向けたまちづくり
　に関すること。

指標なし なし

05040401 公園等整備事業
都市デザイ
ン部

公園みどり
課

都市基盤・
環境

　通常時は地域住民に親しまれる身近
な公園・広場として、災害時にはオー
プンスペースとして活用できる公園・
広場等の整備を進める。

　災害時に拠点となる防災公園の整備
を進めるとともに、土地区画整理事業
により用地確保された箇所及び市民等
から借地した箇所について、防災機能
を有した公園整備を進める。

市民一人当
たりの都市
公園面積

㎡/人 2.11 2.60

05040402 公園等維持管理事業
都市デザイ
ン部

公園みどり
課

都市基盤・
環境

　市が管理している公園、広場等につ
いて計画的、効率的に維持管理及び改
修をすることにより、災害時に安全に
一時避難できるオープンスペースの確
保等に努める。

　災害時に一時避難できるオープンス
ペースを確保するため、遊具・トイレ
等の改修を進め、広場・園路等のバリ
アフリーの改修を行っていく。

指標なし なし

➃　避難行動要支援者支援体制の構築（水害時）

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

03010301
避難行動要支援者対策推
進事業

健康福祉部 社会福祉課
防災・防
犯・消防・
救急

　「八潮市避難行動要支援者避難支援
計画」に基づき、災害時に自ら避難す
ることのできない要支援者が、迅速か
つ安全に避難することができるような
体制を整備する。

　災害時要支援者リストを更新すると
ともに、個別計画書の提出に向けた周
知・啓発を行い、個別計画書提出者数
の増加を図る。

要支援者避
難支援個別
計画書提出
者数

人 469 500

1
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➄　下水道（雨水）の整備

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05060108 雨水整備事業 建設部 下水道課
都市基盤・
環境

　内水排除機能を向上させ、安全で快
適な都市環境を形成するため、雨水幹
線、八潮南部地区内の雨水管、市内ポ
ンプ場等の整備を行う。

（雨水整備）
　葛西幹線の外、中川の河川改修に合
　わせた幹線等の段階的な整備
（南部雨水整備）
　南部地区内の雨水管の整備
（ポンプ場整備）
　中川の河川改修に伴うポンプ場の整
　備

雨水整備率 ％ 49.6 57.5

05060205 施設改修事業 建設部 下水道課
都市基盤・
環境

・今後老朽化する下水道施設に対応す
　るため、従来の事後的な修繕改修か
　ら予防的な改修への転換とともに、
　耐震化及び耐水化を図り、安全性・
　信頼性を確保する。
・指定避難所へのマンホールトイレの
　整備を行い、避難所としての機能強
　化を図る。

・主要な管路等やポンプ場を総合地震
　対策及びストックマネジメント計画
　に基づき改築工事等を行う。
・河川氾濫等の災害時においてもポン
　プ場への浸水を防ぐため、施設の耐
　水化を図る。
・市内の小中学校に災害用マンホール
　トイレの整備を行う。

西袋汚水中
継ポンプ場
機能保全

％ 100 100

➅　情報伝達体制の整備

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

06020201 広報事業 企画財政部 秘書広報課 新公共経営
　様々な媒体を通して、市政の情報を
提供することにより、市民が必要な情
報を適切に得られるようにする。

・広報紙の編集・発行、ホームページ
　の更新及び維持管理、記者会見等の
　情報提供を行う。
・やしお８４０メール配信サービス、
　ソーシャルネットワークキングサー
　ビス等の様々な媒体を利用した情報
　提供の充実を図る。

市ホーム
ページ閲覧
数

件 2,101,543 1,272,000

⑦　市街地の整備（再掲）【１－１－⑥】

1
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２－１　被災地での食料・飲料水・電力・燃料等、生命に関わる物資・エネルギー供給の停止

➀　備蓄品の整備

➁　家庭内備蓄の促進

➂　物資調達体制の構築

➃　上水道の整備

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05050301 県水適正受水の確保事業 水道部 施設課
都市基盤・
環境

　誰もがいつでも安全・安心な水道水
を利用している。

　変化する水需要を予測し、必要な県
水受水量を適正に受水する。

県水受水率
（県水／総
配水量）

％ 80.01 80～84

05050501
自己水源井の更新及び維
持管理事業

水道部 施設課
都市基盤・
環境

　誰もがいつでも安全・安心な水道水
を利用している。

　いつでも安全な水道水を供給する体
制を確保するため、老朽化した水源井
の計画的な更新等を行う。

改修率 ％ 55.56 88.9

05050101
浄配水場施設更新整備事
業

水道部 施設課
都市基盤・
環境

　誰もがいつでも安全・安心な水道水
を利用している。

　いつでも安全な水道水を供給する体
制を確保するため、浄配水場老朽化施
設の計画的な更新整備を行う。

配水施設更
新率

％ 69.2 100

05050102 配水管等耐震化事業 水道部 施設課
都市基盤・
環境

　誰もがいつでも安全・安心な水道水
を利用している。

　いつでも安全な水道水を供給する体
制を確保するため、配水管等の更新工
事を進めることにより耐震化を図る。

基幹管路耐
震化率

％ 27.11 42

05050201
浄配水場施設維持管理事
業

水道部 施設課
都市基盤・
環境

　誰もがいつでも安全・安心な水道水
を利用している。

　いつでも安全な水道水を供給する体
制を確保するため、浄配水場の老朽化
施設の計画的な修繕や整備を行う。

維持管理し
た事業数/計
画した事業
数

％ 100 100

05050202 配水管等維持管理事業 水道部 施設課
都市基盤・
環境

　誰もがいつでも安全・安心な水道水
を利用している。

　いつでも安全・安心な水道水を供給
する体制を確保するため、配水管等の
漏水を早期に発見し、修繕を行う。

有効率 ％ 96.4 97

05050402
水質測定機器等の整備及
び維持管理事業

水道部 施設課
都市基盤・
環境

　誰もがいつでも安全・安心な水道水
を利用している。

　いつでも安全・安心な水道水を供給
する体制を確保するため、水質測定機
器等の計画的な整備を行う。

水質測定機
器整備率

％ 66.7 83.3

（２）　事前に備えるべき目標２　救助・救急、医療活動が迅速に行われるとともに、被災者等の健康・
　　　　　　　　　　　　　　　　避難生活環境を確実に確保する

1
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➄　再生可能エネルギー等の代替エネルギーの確保

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05080102 循環型社会推進事業 生活安全部
環境リサイ
クル課

都市基盤・
環境

・八潮市地球温暖化対策実行計画（事
　務・事業編）において、市の事務・
　事業に伴い排出される温室効果ガス
　の排出削減の数値目標を設定し、目
　標達成のために取り組む。
・グリーン購入等、環境に配慮した消
　費活動及び太陽光等の自然エネル
　ギーや雨水の利用等について、普
　及・啓発に努め、持続可能な循環型
　社会形成を目指す。

・八潮市地球温暖化対策実行計画（事
　務・事業編）の進行管理を行う。
・リサイクル製品の利用やグリーン購
　入等の啓発、太陽光等の自然エネル
　ギーや雨水の利用の啓発等を行う。

計画数 計画 1 2

⑥　公共施設の耐震化（再掲）【１－１－①】

⑦　市街地の整備（再掲）【１－１－⑥】

⑧　道路及び橋りょうの整備・維持管理（再掲）【１－１－⑦】

⑨　道路ネットワークの形成（再掲）【１－１－⑧】

⑩　自主防災組織の整備（再掲）【１－１－⑪】

⑪　防災知識の普及・啓発（再掲）【１－２－②】

2
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２－２　自衛隊、警察、消防等の被災等による救助・救急活動等の絶対的不足

➀　受援体制の整備

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

03010101 地域防災計画推進事業 生活安全部
危機管理防
災課

防災・防
犯・消防・
救急

　八潮市地域防災計画を効果的に活用
し、市民、事業者及び市が連携し、災
害予防、応急対策及び復旧･復興対策
に至る一連の防災活動を実施すること
により、市民の生命、身体及び財産を
災害から保護することを目的とする。

・八潮市地域防災計画に基づき災害の
　予防に関する施策を行う。また、地
　震及び風水害発生時における各種施
　策を行う。
・八潮市防災会議を開催し、八潮市地
　域防災計画の修正等防災に関する重
　要事項の審議を行う。
・地域防災計画、業務継続計画等進行
　管理を行う。

指標なし なし

➁　防犯対策の促進

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

03030301
警察署・交番設置促進事
業

生活安全部 交通防犯課
防災・防
犯・消防・
救急

　警察署が市内にあることにより、交
通事故や犯罪の抑止、安全対策の強
化、市民への安心感などの効果が考え
られることから、埼玉県及び埼玉県警
察に警察署等の設置を要望するもので
ある。

　埼玉県や埼玉県警察本部に対し、警
察署の設置、交番の設置、警察官の増
員を要望する。また、八潮市警察署誘
致活動研究会と連携しながら調査研究
に努める。

要望回数 回 1 1

③　道路ネットワークの形成（再掲）【１－１－⑧】

④　消防力の強化（再掲）【１－２－①】

⑤　災害拠点施設の整備促進（再掲）【１－３－③】

2
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２－３　想定を超える大量の帰宅困難者の発生、混乱　

➀　帰宅困難者対策

➁　情報伝達体制の整備（再掲）【１－３－⑥】

２－４　医療施設及び関係者の絶対的不足・被災、支援ルートの途絶、エネルギー供給の途絶による医療機能の麻痺

➀　保健センター機能の充実

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

02010102
保健センター管理運営事
業

健康福祉部 健康増進課
健康福祉・
子育て

　市民の健康づくりを推進するための
拠点となる保健センター機能を充実さ
せるとともに、安全で衛生的な施設の
管理及び運営を維持することで、市民
にとって利用しやすい施設とする。

・保健センター機能の充実及び施設等
　の安全な管理、運営に努める。
・保健センター事業に関する事項につ
　いて調査審議を行う審議会等を開催
　する。

指標なし

保健センター施
設の修繕等の維
持管理を適宜適
正に実施する。

➁　地域医療体制の構築

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

02020101 地域医療促進事業 健康福祉部 健康増進課
健康福祉・
子育て

　地域の医療機関との協力体制の充実
に努めることで、市民が住みなれた地
域において良質かつ適切な医療サービ
スを効率的に受けられる環境を整備す
る。
　また、日常的な医療の基盤となり、
必要に応じて専門医療機関との連携を
行う、かかりつけ医（歯科医を含む）
の普及と定着を推進する。

・各種の健康づくり事業を通じて、か
　かりつけ医（歯科医を含む）の必要
　性について啓発を行う。また、医療
　機関マップを作成する。
・地域の医療機関との協力体制を円滑
　にし、保健衛生、地域医療を推進す
　るため、地域医療団体へ補助金を交
　付する。
・医師会等の協力を得ながら、産科の
　誘致活動を推進する。

かかりつけ
医の必要性
についての
講話数

回 4 45

02020202 救急医療対策事業 健康福祉部 健康増進課
健康福祉・
子育て

市民が住み慣れた地域において、救急
時に適切に医療機関を受診できる環境
を整備し、救急医療体制の充実を図
る。

・草加市及び八潮市における休日の
　初期救急(内科・外科)医療体制を
　確保するため、草加市における在
　宅当番医制の運営を両市で支援す
　る。
・第二次救急医療の体制を確保する
　ため、東部南地区第二次救急医療
　参加病院(１５病院)及び小児の第
　二次救急医療参加病院(５病院)の
　運営を当該圏域の自治体と共同で
　支援する。

第二次救急
医療施設数

箇所 15 16
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➂　感染症対策の推進

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

03020201
新型インフルエンザ等対
策推進事業

健康福祉部 健康増進課
防災・防
犯・消防・
救急

　新型インフルエンザ及び全国的かつ
急速なまん延のおそれのある新感染症
対策のために、関係機関と連携を図
り、新型インフルエンザ等の発生時に
迅速な対応ができる体制づくりを推進
する。
　併せて新型コロナウイルス感染症の
感染拡大を防止する。

　これまでの新型コロナウイルス感染
症に係る経緯を踏まえ、新型インフル
エンザ等の発生時に迅速な対応ができ
るよう、行動計画の随時見直しや感染
防護具等の備蓄を進める。
　併せて、市民に対し基本的な感染症
対策について周知するなど、新型イン
フルエンザ等の対策を推進する。

指標なし

新型インフルエ
ンザ等対策を適
宜適切に実施す
る。

02010203 予防接種事業 健康福祉部 健康増進課
健康福祉・
子育て

　予防接種を行うことで、感染症対策
上きわめて大きな役割を果たすととも
に、感染症のまん延を予防する。

・予防接種法に基づく定期予防接種を
　実施。
・大人の風しん任意予防接種、定期予
　防接種（Ｂ類除く）に係る費用の一
　部助成の実施。
・予防接種法に基づく臨時予防接種と
　して新型コロナウイルスワクチン接
　種を実施。

麻しん風し
ん予防接種
２期の接種
率

％ 96.8 95

④　公共施設の耐震化（再掲）【１－１－①】

⑤　市街地の整備（再掲）【１－１－⑥】

⑥　道路及び橋りょうの整備・維持管理（再掲）【１－１－⑦】

⑦　道路ネットワークの形成（再掲）【１－１－⑧】

⑧　消防力の強化（再掲）【１－２－①】
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２－５　被災地における疫病・感染症等の大規模発生

➀　下水道（汚水）の整備

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05060304 汚水整備事業 建設部 下水道課
都市基盤・
環境

・安全で衛生的な生活環境の整備をす
　る。
・公共用水域の水質汚濁の防止を図
　る。

　中川流域関連公共下水道として、下
水道（汚水）の整備を行う。

普及率
（人口）

％ 77.7 87.4

05060205 施設改修事業 建設部 下水道課
都市基盤・
環境

・今後老朽化する下水道施設に対応す
　るため、従来の事後的な修繕改修か
　ら予防的な改修への転換とともに、
　耐震化及び耐水化を図り、安全性・
　信頼性を確保する。
・指定避難所へのマンホールトイレの
　整備を行い、避難所としての機能強
　化を図る。

・主要な管路等やポンプ場を総合地震
　対策及びストックマネジメント計画
　に基づき改築工事等を行う。
・河川氾濫等の災害時においてもポン
　プ場への浸水を防ぐため、施設の耐
　水化を図る。
・市内の小中学校に災害用マンホール
　トイレの整備を行う。

西袋汚水中
継ポンプ場
機能保全

％ 100 100

2
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➁　廃棄物及びし尿処理体制の整備

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05090101 広域処理事業 生活安全部
環境リサイ
クル課

都市基盤・
環境

　可燃ごみ、し尿、浄化槽汚泥を、安
全、確実、効率的に処理すること。

・東埼玉資源環境組合への分担金の支
　出。
・組合構成５市１町で組合運営に対す
　る協力。

指標なし なし

05090202
リサイクルプラザ改修・
備品整備事業

生活安全部

環境リサイ
クル課　リ
サイクルプ
ラザ

都市基盤・
環境

　リサイクルプラザの改修事業及び備
品整備事業を実施して、不燃ごみ処理
の安全・安心・安定処理を行うための
環境を整備する。

　リサイクルプラザ（工場棟・水処理
施設等）は、平成7年7月15日に稼動し
てから26年が経過しようとしている。
このようなことから経年劣化による備
品・設備や機械の故障が想定される。
これを未然に防止するため、随時点検
を実施して年次修繕計画を策定後に修
繕を実施する。また、突発的な故障に
ついては、緊急修繕を実施して、常に
安心・安全・安定した処理を実施す
る。

指標なし なし

05090303 ごみ収集運搬事業 生活安全部
環境リサイ
クル課

都市基盤・
環境

　円滑な家庭ごみの収集運搬により、
環境衛生の保持を図ること。

・家庭ごみの収集運搬を実施する。
・ごみカレンダーを作成・配布し、ご
　みの正しい分け方・出し方を周知す
　る。
・カラスネットを配布し、集積所の衛
　生管理を支援する。
・高齢・障がい等によりごみを自らご
　み集積所へ持ち出すことが困難な世
　帯に対する訪問収集を実施する。
・ごみ分別アプリの活用による、ごみ
　の分別方法を周知する。

指標なし なし

05090302 し尿処理事業 生活安全部
環境リサイ
クル課

都市基盤・
環境

　円滑なし尿の収集運搬により、環境
衛生の保持を図る。

・し尿収集運搬の委託。
・し尿処理手数料の徴収。

指標なし なし

05090405 浄化槽適正管理促進事業 生活安全部
環境リサイ
クル課

都市基盤・
環境

　浄化槽管理者による浄化槽の適正管
理の促進。

・浄化槽関連届出の受理等
・浄化槽管理の周知。
・浄化槽転換補助金の支出。

指標なし なし
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➂　ペットの適正管理体制の整備

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05090401 畜犬登録等事業 生活安全部
環境リサイ
クル課

都市基盤・
環境

　狂犬病の発生の予防及び撲滅をする
ため狂犬病予防法の規定により犬の登
録、鑑札の交付、注射済票の交付及び
集合注射の事務を行う。

　狂犬病予防法及び埼玉県動物の愛護
及び管理に関する条例に基づき犬の登
録、鑑札の交付、注射済票の交付及び
集合注射、フン害防止啓発看板の配布
等を行う。

狂犬病予防
注射処理数
／注射頭数

％ 100

05090404 動物愛護事業 生活安全部
環境リサイ
クル課

都市基盤・
環境

・交通事故等で死亡した飼い主のわか
　らない犬、猫等を動物愛護及び環境
　衛生の観点から、収容し火葬、納骨
　までの処理を一括して行う。
・ペットの適正飼養の啓発

・市民からの通報により交通事故等で
　死亡した飼い主のわからない犬、猫
　等を動物愛護及び環境衛生の観点か
　ら、収容し火葬、納骨までの処理を
　一括して行う。
・ペットに対する適正飼養の啓発看板
　等を配布する。

処理数／処
理依頼数

％ 100

➃　消毒・害虫駆除体制の整備

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05090403 防疫・草刈事業 生活安全部
環境リサイ
クル課

都市基盤・
環境

　ユスリカやボウフラ等の害虫の駆除
と空地の雑草類を除去し、清潔な生活
環境を保持する。

・カ、ボウフラ、ユスリカ等の発生抑
　制、駆除のための水路散布業務委託
　を実施する。
・土地所有者からの草刈依頼による
　「委託業者」への発注及び作業の実
　施する。
・環境衛生委員を通じての町会への
　カ、ハエ等を駆除するための防疫薬
　剤を配布する。

草刈処理数
／草刈件数

％ 100

⑤　下水道（雨水）の整備（再掲）【１－３－⑤】

⑥　感染症対策の推進（再掲）【２－４ー③】
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２－６　劣悪な避難生活環境、不十分な健康管理による多数の被災者の健康状態の悪化・死者の発生

➀　避難所運営体制の整備

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05090301 清掃行政推進事業 生活安全部
環境リサイ
クル課

都市基盤・
環境

　ごみの減量化・資源化のため、市民
意識の向上を図るとともに、処理体制
の検討、必要な情報の収集等を行うこ
と。

・廃棄物処理法に基づく一般廃棄物処
　理計画の策定。
・ごみ処理・分別収集の検討。
・ごみ処理等に関する情報収集。
・一般廃棄物処理業、浄化槽清掃業の
　許可など。

指標なし なし

➁　男女共同参画の推進

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

01090101 男女共同参画促進事業 企画財政部
人権・男女
共同参画課

教育文化・
コミュニ
ティ

　あらゆる分野における男女共同参画
の実現を目指し、政策・方針決定の場
への男女共同参画の促進を図る。ま
た、家庭・地域への男女共同参画の促
進や、防災分野における男女共同参画
を推進する。

・女性の参画意識を啓発し、政策・方
　針決定過程への女性の登用を促進す
　る。
・女性リーダー育成のための情報提供
　を行う。
・男女共同参画に係る市民活動を支援
　する。

審議会への
女性の登用
率

％ 35 40

01090201 相談体制等充実事業 企画財政部
人権・男女
共同参画課

教育文化・
コミュニ
ティ

・女性に対する暴力を無くし、男女共
　同参画社会の実現を目指す。
・女性の持つ様々な悩みに対し助言や
　情報提供を行うことにより、女性の
　エンパワーメントを促進する。

・市役所ＤＶ相談支援室において、Ｄ
　Ｖ相談を実施する。
・駅前出張所内相談室において、女性
　相談を実施する。
・関係機関との連携を図りＤＶ被害者
　支援を実施する。

相談体制の
充実

回
／週

5 5

2
7



➂　被災者の健康管理

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

02020101 地域医療促進事業 健康福祉部 健康増進課
健康福祉・
子育て

　地域の医療機関との協力体制の充実
に努めることで、市民が住みなれた地
域において良質かつ適切な医療サービ
スを効率的に受けられる環境を整備す
る。また、日常的な医療の基盤とな
り、必要に応じて専門医療機関との連
携を行う、かかりつけ医（歯科医を含
む）の普及と定着を推進する。

・各種の健康づくり事業を通じて、か
　かりつけ医（歯科医を含む）の必要
　性について啓発を行う。また、医療
　機関マップを作成する。
・地域の医療機関との協力体制を円滑
　にし、保健衛生、地域医療を推進す
　るため、地域医療団体へ補助金を交
　付する。
・医師会等の協力を得ながら、産科の
　誘致活動を推進する。

かかりつけ
医の必要性
についての
講話数

回 4 45

02020202 救急医療対策事業 健康福祉部 健康増進課
健康福祉・
子育て

　市民が住み慣れた地域において、救
急時に適切に医療機関を受診できる環
境を整備し、救急医療体制の充実を図
る。

・草加市及び八潮市における休日の初
　期救急(内科・外科)医療体制を確保
　するため、草加市における在宅当番
　医制の運営を両市で支援する。
・第二次救急医療の体制を確保するた
　め、東部南地区第二次救急医療参加
　病院(１５病院)及び小児の第二次救
　急医療参加病院(５病院)の運営を当
　該圏域の自治体と共同で支援する。

第二次救急
医療施設数

箇所 15 16
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➃　福祉避難所の指定

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

03010101 地域防災計画推進事業 生活安全部
危機管理防
災課

防災・防
犯・消防・
救急

　八潮市地域防災計画を効果的に活用
し、市民、事業者及び市が連携し、災
害予防、応急対策及び復旧･復興対策
に至る一連の防災活動を実施すること
により、市民の生命、身体及び財産を
災害から保護することを目的とする。

・八潮市地域防災計画に基づき災害の
　予防に関する施策を行う。また、地
　震及び風水害発生時における各種施
　策を行う。
・八潮市防災会議を開催し、八潮市地
　域防災計画の修正等防災に関する重
　要事項の審議を行う。
・地域防災計画、業務継続計画等進行
　管理を行う。

指標なし なし

⑤　公共施設の耐震化（再掲）【１－１－①】

⑥　避難行動要支援者支援体制の構築（震災時）（再掲）【１－１－④】

⑦　外国人支援体制の構築（再掲）【１－２－④】

⑧　雨水排水施設の整備・維持管理（再掲）【１－３－①】

⑨　雨水貯留施設の促進（再掲）【１－３ー②】

⑩　避難行動要支援者支援体制の構築（水害時）（再掲）【１－３ー④】

⑪　上水道の整備（再掲）【２－１ー④】

⑫　感染症対策の推進（再掲）【２－４－③】　

⑬　下水道（汚水）の整備（再掲）【２－５－①】

⑭　廃棄物及びし尿処理体制の整備（再掲）【２－５－②】
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（３）　事前に備えるべき目標３　必要不可欠な行政機能は確保する

３－１　被災による警察機能の大幅な低下による治安の悪化、社会の混乱

➀　市街地の整備（再掲）【１－１－⑥】

➁　道路及び橋りょうの整備・維持管理（再掲）【１－１－⑦】

③　防犯対策の促進（再掲）【２－２－②】

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

03030101 防犯活動普及事業 生活安全部 交通防犯課
防災・防
犯・消防・
救急

　犯罪の未然防止や暴力排除の運動に
よって、市民の安全・安心を確保す
る。

・防犯協会を通じて防犯対策の促進を
　図る。
・自主防犯組織の育成、支援を行い地
　域の防犯力の強化を図る。
・オウム真理教対策を推進する。
・暴力排除、暴力団排除を推進する。
・犯罪の起きにくいまちづくり（防犯
　環境設計）を推進する。

犯罪認知件
数

件 648 600以下

03030201 防犯施設整備事業 生活安全部 交通防犯課
防災・防
犯・消防・
救急

　防犯灯を設置し、夜間の犯罪等を未
然に防止する。また、防犯カメラを設
置し、犯罪の抑止を図る。さらに、防
犯環境設計の考えに基づき、犯罪の起
きにくいまちづくりを促進する。

・町会自治会が設置管理する防犯灯に
　対し、設置は３分の２（上限６万
　円、ただしＬＥＤ灯の場合８万円を
　限度に全額）、修繕は３分の２（上
　限２万円）、電気料は全額を補助す
　る。
・計画に基づき防犯カメラを警察と協
　議しながら設置場所を決定し、ア
　セットマネジメント推進課に工事を
　依頼する。

全防犯灯数 基 3,517 3,740

④　男女共同参画の推進（再掲）【２－６－②】
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３－２　市職員・施設等の被災による機能の大幅な低下

➀　業務継続体制の確保

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

01040403 図書館施設管理事業 教育総務部
社会教育課
公民館・図
書館

教育文化・
コミュニ
ティ

　施設を適正に維持管理することで、
地域の図書館として市民サービスの向
上に資するよう、利用者の利便を図
る。

・施設維持に要する修繕、施設管理事
　業。
・八條図書館の指定管理者に効率的か
　つ適切な施設管理に関し、指導及び
　助言する。
・利用者アンケートや近隣市町図書館
　への照会により、図書館サービスに
　おける施設のあり方についての調査
　研究を行う。

指標なし

法令点検等によ
り、修繕必要箇
所を早期発見し
対応する。

01070201
八潮市民文化会館施設管
理事業

市民活力推
進部

市民協働推
進課

教育文化・
コミュニ
ティ

　地域に根ざした文化活動を一層促進
するため、各種文化施設の充実や有効
利用、アセットマネジメント推進課等
の連携を強化する。

・法令に基づく適正な施設管理運営業
　務
・八潮市公共施設マネジメント基本方
　針及び市民文化会館建物診断の結果
　に基づく施設の修繕・改修工事の実
　施

指標なし

法令点検等によ
り、修繕必要箇
所を早期発見し
対応する。

01070202
八潮市民文化会館駅前分
館施設管理事業

市民活力推
進部

市民協働推
進課

教育文化・
コミュニ
ティ

　駅前といった恵まれた立地を有効に
活用し、文化芸術を楽しむ環境づくり
や地域に根ざした文化活動の促進につ
いて、メセナ本館と連携して行う。

　施設の維持・管理・運営 指標なし

法令点検等によ
り、修繕必要箇
所を早期発見し
対応する。

01070203 資料館運営事業 教育総務部
文化財保護
課

教育文化・
コミュニ
ティ

　市民が郷土の歴史や文化に触れ、学
ぶことのできる施設として、学習環境
の充実を図る。また、市民の文化活動
を推進するため、活動の場の提供に努
める。

　施設・設備の保守に努め、利用者の
安全・快適な利用環境と資料の適正な
保存空間の維持を図るとともに、本市
の歴史・文化分野での情報発信施設と
して必要な整備を行う。

指標なし

法令点検等によ
り、修繕必要箇
所を早期発見し
対応する。

04050101
勤労青少年ホーム充実事
業

市民活力推
進部

商工観光課
産業経済・
観光

　働く若者の福祉の増進及び健全な育
成を図るため、勤労青少年ホーム及び
勤労者体育センターを適切に維持管理
する。

　施設の維持管理を行う。
指標なし

法令点検等によ
り、修繕必要箇
所を早期発見し
対応する。

06030301
情報機器・ネットワーク
管理事務

企画財政部

企画経営課
情報化推進
担当、社会
保障・税番
号制度担当

新公共経営

　庁内共通のネットワーク及びシステ
ムの円滑な運用、見直しによる更なる
事務の効率化を目指すとともに、様々
な情報を安全に運用できるようセキュ
リティレベルの高い環境を構築する。

・市域行政ネットワークの運用管理
・インターネット通信の運用管理
・総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡ
　Ｎ）の運用管理

指標なし なし

06030306
社会保障・税番号制度管
理事務

企画財政部

企画経営課
情報化推進
担当、社会
保障・税番
号制度担当

新公共経営

　マイナンバー制度を運用し、業務の
見直しや情報連携を行って市民の利便
性の向上や行政事務の効率化を図り、
以て社会保障や税負担の公平化を図
る。

　国・他自治体との情報連携を行う。 指標なし なし
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➁　設備の維持整備

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

02040401 体育施設管理運営事業
市民活力推
進部

スポーツ振
興課

健康福祉・
子育て

　市民のスポーツ・レクリエーション
活動拠点としての体育施設等が、安全
で安心して利用できるよう計画的な維
持管理に努めるとともに、施設の充実
に努める。

　文化スポーツセンターは、施設・設
備の適宜修繕を行う。 指標なし

法令点検等によ
り、修繕必要箇
所を早期発見し
対応する。

06040102 庁舎管理事業 企画財政部 財政課 新公共経営

　建築基準法、ビル管理法等関係法令
に基づき、施設の適正な維持管理の実
施及び施設の機能を適切に保持し、適
正な執務環境を維持する。

　法令に基づく機械設備の保守点検、
執務環境の整備

修繕率 ％ 100 100

③　職員の災害対応能力の向上

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

06030203 人材育成推進事業 総務部 総務人事課 新公共経営

　職務の効率的・効果的な遂行のた
め、職員一人ひとりの能力や可能性を
最大限に引き出すとともに、職員の資
質の向上を図る。

　人材育成基本方針に基づき、継続的
に適切な研修を実施する。

実施した研
修のコース
数

種類 32 42

④　公共施設の耐震化（再掲）【１－１－①】

⑤　避難行動要支援者支援体制の構築（震災時）（再掲）【１－１－④】

⑥　男女共同参画の推進（再掲）【２－６－②】
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（４）　事前に備えるべき目標４　必要不可欠な情報通信機能・情報サービスは確保する

４－１　防災・災害対応に必要な通信インフラの麻痺・機能停止

➀　情報伝達体制の整備（再掲）【１－３－⑥】

➁　業務継続体制の確保（再掲）【３－２－①】

４－２　テレビ・ラジオ放送の中断等により災害情報が必要な者に伝達できない事態

➀　公共施設の耐震化（再掲）【１－１ー①】

➁　避難行動要支援者支援体制の構築（水害時）（再掲）【１－３ー④】

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

02070102
障がい者在宅生活支援事
業

子育て福祉
部

障がい福祉
課

健康福祉・
子育て

　障がい者が在宅で生活する上で必要
なことについての負担を軽減し、障が
い者の自立や積極的な社会参加を図
る。

　障がい者が在宅で生活していく上で
必要なサービスとして、生活サポート
事業、配食サービス、寝具クリーニン
グ、紙おむつ給付、緊急時通報システ
ム、居宅改善補助、家具転倒防止器具
の取付等を行う。

サービスの
利用率

％ 18.4 20

③　情報伝達体制の整備（再掲）【１－３－⑥】

④　業務継続体制の確保（再掲）【３－２－①】

４－３　災害時に活用する情報サービスが機能停止し、情報の収集・伝達ができず、避難行動や救助・支援が遅れる事態

➀　公共施設の耐震化（再掲）【１－１－①】

➁　避難行動要支援者支援体制の構築（水害時）（再掲）【１－３ー④】

③　情報伝達体制の整備（再掲）【１－３－⑥】

④　業務継続体制の確保（再掲）【３－２－①】
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（５）　事前に備えるべき目標５　経済活動を機能不全に陥らせない

５－１　サプライチェーンの寸断等による企業の生産力低下

➀　市街地の整備（再掲）【１－１－⑥】

➁　道路及び橋りょうの整備・維持管理（再掲）【１－１－⑦】

５－２　エネルギー供給の停止による、社会経済活動・サプライチェーンの維持への甚大な影響

➀　エネルギー供給事業者等との連携強化

➁　再生可能エネルギー等の代替エネルギーの確保（再掲）【２－１－⑤】

５－３　重要な産業施設の損壊、火災、爆発等

➀　有害物質等の流出防止

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05080201 環境保全対策推進事業 生活安全部
環境リサイ
クル課

都市基盤・
環境

　八潮市環境基本計画に基づき、市内
の良好な環境を保全するため、総合的
かつ計画的な環境保全施策を推進す
る。

・環境基本計画に基づき環境保全施策
　を総合的・計画的に推進する。
・生物多様性の保全を図るとともに啓
　発活動や保護活動に取り組む。
・環境活動を実践するため、市内の自
　然環境調査を実施する。

指標なし

05080301 公害対策事業 生活安全部
環境リサイ
クル課

都市基盤・
環境

　市民の健康を保護し、生活環境の保
全を図るため、公害の防止に関し、公
害関係諸法令や八潮市公害防止条例に
基づき、工場等の指導を実施する。

・市内の河川等における水質汚濁等の
　実態、幹線道路等での自動車による
　騒音や振動の実態、工場・事業所等
　の騒音、振動、悪臭の実態の把握及
　び市民からの苦情などに対応する。
・工場事業所等における公害防止設備
　の整備を促進するため、工場事業所
　等に対する助成（利子補給）を行
　う。

指標なし

➁　消防力の強化（再掲）【１－２－①】

③　上水道の整備（再掲）【２－１－④】
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５－４　交通ネットワークの機能停止による物流・人流への甚大な影響

➀　地域交通の確保

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05030501
つくばエクスプレス利便
性向上事業

生活安全部 交通防犯課
都市基盤・
環境

　八潮駅の混雑緩和と更なる利用者増
加を図るため、輸送サービスを改善し
利便性を向上させる。

・首都圏新都市鉄道㈱に対し要望す
　る。（快速の停車、8両化の早期実
　現、東京駅延伸等）
・関係機関に対し要望する。（東京駅
　延伸及びそのための調査研究）

運行本数
（平日：秋
葉原駅行
き）

本 208 208

05030601
地下鉄８号線導入促進事
業

企画財政部 企画経営課
都市基盤・
環境

　平成28年4月20日に行われた交通政
策審議会の答申において、東京8号線
（地下鉄8号線）の延伸として、押上
－野田市間が「東京圏の都市鉄道が目
指すべき姿」を実現する上で意義のあ
るプロジェクトとして位置付けられ
た。このことから地下鉄8号線を市内
を南北に縦断する新たな交通手段とし
て確立し、市民の交通利便性を高め
る。

・同盟会の構成市として、地下鉄8号
　線の早期整備実現に向け、関係機関
　に対し要望活動を行う。
・同盟会の研究部会において、
　地下鉄8号線の事業化における課題
　の解決に向けて取組を実施する。

要望活動 回 4 ３回以上

05030701 路線バス網整備促進事業 生活安全部 交通防犯課
都市基盤・
環境

　市民が安全で快適に移動（外出）で
きるようにするため、コミュニティバ
スを含めた路線バス網を整備する。ま
た、ノンステップバスの導入など利用
サービスの向上を促進する。

・都市基盤整備や市民要望などを踏ま
　え、バスルートやダイヤの見直しを
　バス事業者へ要望する。
・要綱に基づきバス事業者に対しノン
　ステップバス導入に係る補助金を交
　付する。
・定期的に、路線の新設、増便、終便
　の延長、バス停留所上屋の整備など
　をバス事業者へ要望する。

コミュニ
ティバス年
間利用者数

人 85,861 95,000

➁　市街地の整備（再掲）【１－１－⑥】

③　道路及び橋りょうの整備・維持管理（再掲）【１－１－⑦】

④　道路ネットワークの形成（再掲）【１－１－⑧】
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５－５　食料等の安定供給の停滞

➀　地域農業・農地等の保全

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

04010101 経営体支援事業
市民活力推
進部

都市農業課
産業経済・
観光

・農業近代化施設導入事業及び、市内
　農産物ＰＲ目的の包装用資材購入事
　業を支援する。
・県からの地域協議会別の「生産の目
　安」による米の生産と、水田を活用
　した作物の生産により、経営所得の
　安定を図る。
・中川周辺農地における農業経営の安
　定化及び分散した農地の集約化を図
　り、質の高い農産物の生産を支援す
　る。

・米政策の見直しにかかる基本方針に
　基づく地域協議会別の「生産の目
　安」に基づく数量を達成するため、
　米作農家の経営所得安定対策事務を
　行う。
・埼玉県農業共済組合の事業への補助
　を行う。

経営所得対
象者

人 154 160

04010102 農業の担い手育成事業
市民活力推
進部

都市農業課
産業経済・
観光

・農業後継者及び意欲ある農業者を対
　象に認定農業者の育成確保を図る。
・農業の担い手となる農業従事者の確
　保と後継者の育成を支援する。

・八潮市青耕会の事業を支援する。
・八潮市園芸協会の事業を支援する。
・埼玉県立農業大学校の就学、海外農
　業研修会の啓発及びに助成金を交付
　する。
・認定農業者を対象に企業的農業経営
　感覚育成のための研修会、講習会を
　開催する。

認定農業者
数

人 43 50

04010201 環境保全型農業推進事業
市民活力推
進部

都市農業課
産業経済・
観光

・化学肥料や化学農薬など使用量の削
　減を促し、堆肥等の有機質肥料の使
　用を基本とした安全な農産物の供給
　を図る。
・組織的な農作物の病害虫防除を徹底
　し、農業生産の向上及び農業経営の
　安定を図る。
・施設園芸用等に使用した園芸用廃棄
　ビニールの収集の円滑化を図るとと
　もに、大気汚染の防止及び農住環境
　の保全を図る。

　低農薬、低化学肥料、有機栽培を主
とした栽培技術を主とした栽培技術講
習会、研修会を開催し、農薬適正使用
の啓発を行う。

指標なし なし

04010302 地産地消推進事業
市民活力推
進部

都市農業課
産業経済・
観光

・直売事業の安定と資質の向上、農業
　経営の発展を図り、各種イベント等
　で地場産農産物のＰＲを図る。
・安全安心な地元農産物の生産事業等
　への支援及び消費拡大を図る。

・八潮市直売所連絡協議会への活動支
　援
・八潮市地産地消推進協議会への活動
　支援
・地元農産物及び直売施設等のＰＲ及
　び即売会の開催
・農産物加工品の製造及び開発の支援
・八潮市内産農産物取扱店認証シール
　の発行

直売所利用
者数

人 62,644 80,000

3
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事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

04010401
幹線農業水利施設管理事
業

市民活力推
進部

都市農業課
産業経済・
観光

・葛西下流地盤沈下対策事業により整
　備した古利根堰を管理し、主幹用水
　路の通水の安定を図る。
・利根中央事業により整備した主幹用
　水路の水利施設を適正管理し、通水
　の安全を図る。
・東京葛西用水路、八条用水路等の広
　域的水管理を目的とする。

指標なし なし

04010402 農地保全事業
市民活力推
進部

都市農業課
産業経済・
観光

・都市化の進展とともに水利機能が低
　下している農業用排水路の整備を図
　り、生産性の向上を図る。
・農業用排水路の管理を徹底し、農業
　生産の安定を図る。
・作物の生産以外に緑地空間や防災空
　間として優れた機能をもつ都市地域
　内の農地を周辺景観に配慮し農地の
　保全を図る。

　農業用排水路の整備、管理をする。
農業用水路
敷除草

回 1 2

５－６　異常渇水等による用水供給途絶に伴う、生産活動への甚大な影響

➀　上水道の整備（再掲）【２－１－④】

➁　地域農業・農地等の保全（再掲）【５－５－①】

3
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６－１　電力供給ネットワーク（発変電所、送配電設備）や都市ガス供給、石油・LPガスサプライチェーン等の長期間にわたる機能の停止

➀　再生可能エネルギー等の代替エネルギーの確保（再掲）【２－１－⑤】

６－２　上水道等の長期間にわたる供給停止

➀　消防力の強化（再掲）【１－２－①】

➁　上水道の整備（再掲）【２－１－④】　

③　再生可能エネルギー等の代替エネルギーの確保（再掲）【２－１－⑤】

６－３　汚水処理施設等の長期間にわたる機能停止

➀　下水道（汚水）の整備（再掲）【２－５－①】

➁　廃棄物及びし尿処理体制の整備（再掲）【２－５－②】

６－４　交通インフラの長期間にわたる機能停止

➀　市街地の整備（再掲）【１－１－⑥】

➁　道路及び橋りょうの整備・維持管理（再掲）【１－１－⑦】

③　道路ネットワークの形成（再掲）【１－１－⑧】

④　地域交通の確保（再掲）【５－４－①】　

（６）　事前に備えるべき目標６　ライフライン・燃料供給関係施設、交通ネットワーク等の被害を最小限に留めるとともに、
　　　　　　　　　　　　　　　　早急に復旧させる

3
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６－５　防災インフラの長期間にわたる機能停止

➀　共通情報基盤の整備

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

06030301
情報機器・ネットワーク
管理事務

企画財政部

企画経営課
情報化推進
担当、社会
保障・税番
号制度担当

新公共経営

　庁内共通のネットワーク及びシステ
ムの円滑な運用、見直しによる更なる
事務の効率化を目指すとともに、様々
な情報を安全に運用できるようセキュ
リティレベルの高い環境を構築する。

・市域行政ネットワークの運用管理
・インターネット通信の運用管理
・総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡ
　Ｎ）の運用管理

指標なし なし

06030302
基幹系情報処理業務管理
事務

企画財政部

企画経営課
情報化推進
担当、社会
保障・税番
号制度担当

新公共経営
　住民サービスの向上を目指し、行政
事務の基幹系情報処理業務の正確で安
定した運用を図る。

　基幹系情報処理業務は、従来の職員
直営型の情報処理業務を外部委託する
とともに、自治体クラウド型サービス
を利用する。

指標なし なし

06030303 行政情報化推進事業 企画財政部

企画経営課
情報化推進
担当、社会
保障・税番
号制度担当

新公共経営

　現在の情報化社会に対応した八潮市
情報化基本計画の見直しに向けた検討
を行う。また、全国自治体・地域を連
携する共通の基盤づくりを進め、ネッ
トワークを利用した公的サービスの拡
大と、行政と住民との有用な情報の流
通を図る。

・埼玉県電子申請共同システムサービ
　スの共同利用
・八潮市情報化基本計画の見直しに向
　けた検討
・地方税電子申告の運用支援
・公的個人認証サービス機器保守、マ
　イナンバー対応
・東南部５市１町の公共施設等の予約
　システムの運用支援
・他部署庁内システムサービス及び機
　器の更新支援

指標なし なし

➁　市街地の整備（再掲）【１－１－⑥】

③　雨水排水施設の整備・維持管理（再掲）【１－３－①】

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05060202 排水路維持管理事業 建設部 道路治水課
都市基盤・
環境

　水路及び調整池機能保持のため、水
路等の適正な維持管理を実施する。

　水路の浚渫、清掃及び除草等により
流下能力を維持するとともに、水路敷
地上部の天端コンクリートの打設等を
実施し、防草対策を講じる。

市民要望に
対する業者
対応

件 55 なし

05060204
排水機場施設維持更新事
業

建設部 道路治水課
都市基盤・
環境

　中川低地にある本市にとって、大雨
時の浸水軽減対策として排水機場は必
要不可欠な施設である。そのため、常
に良好な状態に保持するため、各種点
検をはじめ、機器の更新・改修・修繕
などを行なう。

　排水機場の適正な運転を行うため、
定期的な設備点検及び修繕計画をもと
にした修繕・改修を実施する。

設備修繕 箇所 4 なし

④　下水道（雨水）の整備（再掲）【１－３－⑤】

⑤　業務継続体制の確保（再掲）【３－２－①】
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（７）　事前に備えるべき目標７　制御不能な複合災害・二次災害を発生させない　

７－１　地震に伴う市街地の大規模火災の発生による多数の死傷者の発生

➀　緑地の確保

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05040601 緑化推進事業
都市デザイ
ン部

公園みどり
課

都市基盤・
環境

・生産緑地地区について、追加指定を
　行うとともに、特定生産緑地の指定
　を行い、都市の貴重なオープンス
　ペースとして保全する。
・八潮市緑の基本計画に基づき、市民
　と協働による緑ゆたかなまちづくり
　を推進する。

・大規模火災発生時に、延焼防止の防
　災機能を有する生産緑地地区への追
　加指定を行う。
・指定から30年を迎える生産緑地地区
　について、特定生産緑地に指定する
　ことで営農を継続し、都市の貴重な
　オープンスペースを確保する。
・生垣設置及び保全のための奨励金を
　交付する。

特定生産緑
地の指定

ha 12.15 22.77

➁　市街地の整備（再掲）【１－１－⑥】

③　市営住宅の整備（再掲）【１－１－⑩】

④　消防力の強化（再掲）【１－２－①】

⑤　上水道の整備（再掲）【２－１－④】

4
0



７－２　沿線・沿道の建物倒壊に伴う閉塞、地下構造物の倒壊等に伴う陥没による交通麻痺

➀　民間建築物の耐震化（再掲）【１－１－②】

②　災害に強いまちづくりの推進（再掲）【１－１－⑤】

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05010201
地区計画制度活用促進事
業

都市デザイ
ン部

都市計画課
都市基盤・
環境

・地区の実情に応じた決め細かなまち
づくりルールを定め、地区にふさわし
い良好な土地利用、住環境形成を推進
する。

・既地区計画の変更及び新規地区の決
　定
・草加三郷線沿道地区、八潮南部地
　区、西袋上馬場地区、伊勢野地区、
　南後谷西地区における届出

地区計画の
決定面積

ha 324.8 326.1

③　市街地の整備（再掲）【１－１－⑥】

④　道路及び橋りょうの整備・維持管理（再掲）【１－１－⑦】

⑤　道路ネットワークの形成（再掲）【１－１－⑧】

⑥　空き家対策の推進（再掲）【１－１－⑨】

⑦　下水道（雨水）の整備（再掲）【１－３－⑤】

⑧　上水道の整備（再掲）【２－１－④】

⑨　下水道（汚水）の整備（再掲）【２－５－①】

⑩　緑地の確保（再掲）【７－１－①】

4
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７－３　防災インフラの損壊・機能不全による二次災害の発生　

➀　市街地の整備（再掲）【１－１－⑥】

➁　雨水排水施設の整備・維持管理（再掲）【１－３－①】

③　雨水貯留施設の促進（再掲）【１－３－②】

④　下水道（雨水）の整備（再掲）【１－３－⑤】

⑤　業務継続体制の確保（再掲）【３－２－①】

⑥　共通情報基盤の整備（再掲）【６－５－①】

７－４　有害物質の大規模拡散・流出

①　放射線モニタリングの推進

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05080304 放射能対策事業 生活安全部
環境リサイ
クル課

都市基盤・
環境

　平成２３年３月に発生した東京電力
福島第一原子力発電所の事故による放
射性物質の飛散に伴い、市民の内部被
ばくに対し、市内で生産される農産物
をはじめ給食食材の安全・安心の確認
を行う。また、小中学校、保育所、公
園等市内の空間放射線量の定点観測を
行い、状況を監視する。

・市の測定基本方針及び運用指針に基
　づき、市内で生産される農産物及び
　給食食材について、放射性物質簡易
　測定機器による放射性物質濃度測定
　を実施する。
・小中学校、保育所、公園等市内59箇
　所の放射線量の測定を定期的に行
　い、測定結果を市ホームページ等で
　公表するとともに、市民等が身近な
　生活環境等の放射線量を把握するた
　めに放射線量計の貸出しを行う。

指標なし なし

➁　消防力の強化（再掲）【１－２－①】

③　上水道の整備（再掲）【２－１－④】

④　有害物質等の流出防止（再掲）【５－３－①】

4
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（８）　事前に備えるべき目標８　社会・経済が迅速かつ従前より強靱な姿で復興できる条件を整備する　

８－１　大量に発生する災害廃棄物の処理の停滞により復興が大幅に遅れる事態　

➀　市街地の整備（再掲）【１－１－⑥】

➁　道路及び橋りょうの整備・維持管理（再掲）【１－１－⑦】

③　道路ネットワークの形成（再掲）【１－１－⑧】

④　廃棄物及びし尿処理体制の整備（再掲）【２－５－②】

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05090201
リサイクルプラザ管理運
営事業

生活安全部

環境リサイ
クル課　リ
サイクルプ
ラザ

都市基盤・
環境

　資源ごみ、燃えないごみ、粗大ごみ
等の処理を実施する。

・資源ごみ、燃えないごみ、粗大ご
　み等を分別処理して、有価物とし
　ての売却や最終処分を実施する。
・粗大ごみの戸別収集を実施する。
・一般廃棄物最終処分場の管理運営
　を実施する。

資源化率 ％ 75.73 80

05090301 清掃行政推進事業 生活安全部
環境リサイ
クル課

都市基盤・
環境

　ごみの減量化・資源化のため、市民
意識の向上を図るとともに、処理体制
の検討、必要な情報の収集等を行うこ
と。

・廃棄物処理法に基づく一般廃棄物処
理計画の策定。
・ごみ処理・分別収集の検討。
・ごみ処理等に関する情報収集。
・一般廃棄物処理業、浄化槽清掃業の
許可など。

指標なし なし

05090304 リサイクル活動推進事業 生活安全部

環境リサイ
クル課　リ
サイクルプ
ラザ

都市基盤・
環境

　「ごみを出さない(Reduce)」「再利
用する(Reuse)」「再生利用する
(Recycle)」の3R啓発活動を実施して
いき、市民意識の高揚を図る。

・リサイクル活動の啓発のため
　市内の子ども会・自治会等の資源
　回収活動に対して奨励金を交付す
　る。
・リサイクル意識の高揚を図るた
　め、粗大ごみを再生して、リサ
　イクル品の販売を行う。
・「ごみを出さない(Reduce)」
　「再利用する(Reuse)」「再生利
　用する(Recycle)」の3R啓発活動
　の一貫として、リサイクルフェア
　を開催する。

資源回収奨
励金交付額

円 3,974,200 7,500,000

05090501 ゴミゼロ運動事業 生活安全部
環境リサイ
クル課

都市基盤・
環境

　八潮市民美化運動推進協議会主催の
ゴミゼロ運動を通じ、環境美化に関す
る市民意識の高揚を図ること。

・八潮市民美化運動推進協議会に補
　助金を交付。
・ゴミゼロ運動の実施を支援。

指標なし なし

05090502 清掃美化活動推進事業 生活安全部
環境リサイ
クル課

都市基盤・
環境

・環境美化活動を通じ、環境美化に
　対する市民意識の高揚を図るこ
　と。
・不法投棄された物の早期回収によ
　り、不法投棄防止を図ること。

・環境美化指導員によるポイ捨て防
　止の啓発指導を実施。
・各種団体による清掃美化活動を支
　援（町内清掃の支援）。
・路上喫煙防止条例の周知啓発活動
　の実施。
・業者委託による不法投棄物の回
　収。
・職員による不法投棄物の回収及び
　パトロールの実施。

処理数／処
理依頼数

％ 100

4
3



➀　地域人材の確保

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

01010301 生涯学習活動推進事業
市民活力推
進部

市民協働推
進課

教育文化・
コミュニ
ティ

・生涯学習で学んだ成果の発表と、活
　動団体同士の交流のイベントを開催
　することにより、学習意欲が高まり,
　生涯にわたり学習していくことを
　推進する。
・市民活動支援コーナーを中心に、生
　涯学習で習得した知識や技術等の活
　用をするため「生涯学習人財バン
　ク」の充実を行う。

・市民活動支援コーナーを中心に市民
　活動の学習成果の発表と交流及び講
　演会を実施する。
・生涯学習についての情報提供、相談
　を市民活動コーディネーターが行
　う。
・生涯学習活動を行う市民を支援する
　ため「生涯学習人財バンク登録講
　師」を活用した事業を実施する。

生涯学習人財
バンク登録者
数

人 56 59

②　地域活動の推進

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

01070101 市民文化推進事業
市民活力推
進部

市民協働推
進課

教育文化・
コミュニ
ティ

　地域や市民生活に根ざした主体的な
文化活動の支援等を行うとともに、多
くの市民が身近に文化芸術に触れる機
会を増やし、豊かな市民文化づくりを
行う。

・文化イベントや講座の開催
・地域に根ざした文化活動への支援
・文化芸術に触れる機会の提供

自主事業講座
参加人数

人 2 90

01080101
コミュニティ意識高揚事
業

市民活力推
進部

市民協働推
進課

教育文化・
コミュニ
ティ

・コミュニティの基盤である町会自治
　会に対して補助金を交付することで
　活動と人材育成の支援を行う。
・地域のつながりの強化や世代間の交
　流を図り、顔の見える安全で安心な
　コミュニティづくりを進める。

・八潮市ホームページによる町会自治
　会の活動PRを行う。
・町会自治会に対し情報提供を行うと
　ともに補助金を交付する。
・市が主催する事業において、加入促
　進のPR活動を行う。
・マンション住民の町会自治会未加入
　世帯への加入促進を図る。
・地域の子ども達が集う場の一つとし
　て自治会館の活用を検討し推進す
　る。（まち・ひと・しごと創生総合
　戦略）

町会自治会加
入世帯数

世帯 19,810 21,000

01080102 市民活動支援事業
市民活力推
進部

市民協働推
進課

教育文化・
コミュニ
ティ

　市民や団体の主体的な学習活動等を
支援するため、生涯学習をはじめとす
る市民活動に関する情報提供や相談機
能の充実を行う。また、活動を支援す
るための講座を開催する。

・市民活動支援コーナーを中心に市民
　活動の情報収集、提供を行う。
・市民活動コーディネーターが市民活
　動の相談、コーディネートを行う。
・市民活動支援のための講座を開催す
　る。
・「活動情報公開一覧」を作成し、周
　知を行う。

市民活動支援
コーナー利用
者数

人 36 8,100

８－２　復興を支える人材等（専門家、コーディネーター、労働者、地域に精通した技術者等）の不足、より良い復興に向けた
　　　　ビジョンの欠如等により復興できなくなる事態
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事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

01080103
コミュニティ関係団体育
成･活動支援事業

市民活力推
進部

市民協働推
進課

教育文化・
コミュニ
ティ

・コミュニティ活動の多様化に対応す
　るため、さまざまな活動にかかる各
　種施策の調整を図り、総合的にコ
　ミュニティ施策を推進する。
・地域のつながりの強化や世代間の交
　流を図り、顔の見える安全で安心な
　コミュニティづくりを進める。

・八潮市コミュニティ協議会事務局と
　して、総会等会議の開催や研修視察
　の準備を行い、協議会の活動を支援
　する。
・地域連携の取組みをコーディネート
　する地域リーダーを養成する。(ま
　ち・ひと・しごと創生総合戦略）

指標なし

02050301 社会福祉協議会補助事業 健康福祉部 社会福祉課
健康福祉・
子育て

　地域福祉活動の中核となる八潮市社
会福祉協議会への補助金の交付を通
じ、経営基盤の強化及び事業活動の促
進を図るとともに、地域福祉に関わる
各種施策の促進を図る。

　八潮市地域福祉計画に位置付けら
れ、当該協議会が主体となって取り組
む地域福祉計画のための各種事業への
支援を実施する。

ボランティア
活動団体・市
民活動団体等
の届出数

団体
・人

185 200

04010301 ふれあい農業促進事業
市民活力推
進部

都市農業課
産業経済・
観光

・農業者の栽培技術の向上と市民と農
　業者のふれあう機会の提供として農
　業祭を開催する。
・余暇活動機会の提供の一環として市
　民農園及びふれあい農園を利用し､
　緑地空間としての都市型農地の保全
　を図る。

・市民農園施設の清掃及び除草等の管
　理、修繕
・ガーデンコミュニティの登録、協定
　の締結、農業サポーターの登録
・推進協議会による八潮市みどりの学
　校ファームの運営・管理

市民農園区画
数

区画 194 194

06010101 協働のまちづくり推進事業
市民活力推
進部

市民協働推
進課

新公共経営

　各種審議会や委員会等に市民が参画
できる機会や場を拡充するとともに、
まちづくり出前講座を活用し、市民と
の協働によるまちづくりを推進する。

・「協働」に対する共通的な理解を広
　く周知する。
・審議会等への参画機会を拡充するた
　め、ホームページへの掲載等、情報
　発信を展開する。
・協働のまちづくり推進事業助成金の
　充実を図る。
・広く市民活動団体の意見を取り入れ
　る機会をつくる。
・出前講座を市民と行政の協働で実施
　し、まちづくりの推進を図る。

出前講座利用
者数

人 20,000

③　災害に強いまちづくりの推進（再掲）【１－１－⑤】

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

05040101
八潮街並みづくり推進事
業

都市デザイ
ン部

都市計画課
都市基盤・
環境

　八潮らしい街並み形成に向け、やし
お家づくりデザインマナーブックに基
づく家づくりの普及を図ると共に、市
民等との協働により地域の特性を活か
した景観まちづくりを展開する。

・八潮らしい街並みの形成に向け、や
　しお家づくりデザインマナーブック
　に基づく住宅の普及を推進する。
・市民や地域による自発的な景観まち
　づくりを促進するため、相互に意見
　交換できる機会の創出を図る。

優良建築物延
べ誘導件数

件 17 18
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④　外国人支援体制の構築（再掲）【１－２－④】

⑤　廃棄物及びし尿処理体制の整備（再掲）【２－５－②】

⑥　男女共同参画の推進（再掲）【２－６－②】

⑦　職員の災害対応能力の向上（再掲）【３－２－③】

⑧　地域農業・農地等の保全（再掲）【５－５－①】

８－３　広域かつ長期にわたる浸水被害の発生により復興が大幅に遅れる事態

➀　市街地の整備（再掲）【１－１－⑥】

➁　雨水排水施設の整備・維持管理（再掲）【１－３－①】　

③　雨水貯留施設の促進（再掲）【１－３－②】

④　下水道（雨水）の整備（再掲）【１－３－⑤】　

⑤　地域農業・農地等の保全（再掲）【５－５－①】
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８－４　貴重な文化財や環境的資産の喪失、地域コミュニティの崩壊等による有形・無形の文化の衰退・損失

➀　文化財・観光資源の保全

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

1070203 資料館運営事業 教育総務部
文化財保護
課

教育文化・
コミュニ
ティ

　市民が郷土の歴史や文化に触れ、学
ぶことのできる施設として、学習環境
の充実を図る。また、市民の文化活動
を推進するため、活動の場の提供に努
める。

　施設・設備の保守に努め、利用者の
安全・快適な利用環境と資料の適正な
保存空間の維持を図るとともに、本市
の歴史・文化分野での情報発信施設と
して必要な整備を行う。

指標なし なし

01070301 文化財保護充実事業 教育総務部
文化財保護
課

教育文化・
コミュニ
ティ

　市民が地域の歴史を知り、歴史から
学び、地域理解が得られるよう、市民
共有の文化遺産である文化財の保護・
継承を図る。また、文化財の良好な保
護環境を創出するには市民の理解と協
力が必須であることから、普及啓発活
動に努め、市民理解の形成を図る。

　重要な文化財は、指定文化財、登録
文化財として保護を図るとともに、所
有者・管理者に対し補助支援を行う。
また、文化財普及啓発事業を実施し、
文化財に対する市民理解の向上を図
る。

歴史講座参加
者数

人 15 80

01070302 文化財周辺環境整備事業 教育総務部
文化財保護
課

教育文化・
コミュニ
ティ

　文化財を取り巻く保存活用環境を整
備し、地域で守り伝えてきた文化財の
後世への継承を図る。また、文化財を
地域資源と捉え、まちづくりに生かせ
るようにする。

　重要文化財建造物の維持管理に対し
補助支援を行う。また、一般公開して
いる文化財建造物への公開支援や文化
財所在地に設置する文化財説明看板の
更新等、文化財活用環境の整備を進め
る。

見学者数 人 146 400

01070401 収集資料保存・活用事業 教育総務部
文化財保護
課

教育文化・
コミュニ
ティ

　資料館が収蔵する歴史資料は市民共
有の財産であり、収蔵資料の適正な保
存・管理に努め、後世への継承を図
る。また、市民の利用を推進するた
め、ＷＥＢサイト『れきナビーやしお
歴史事典－』等を介して資料情報の公
開を進める。

　保存期間が満了した公文書の評価選
別を行い、次世代に引き継ぐべき歴史
公文書の整理保存を行う。また、地域
に伝わる古文書・民具資料等の収集・
調査研究を進め、研究成果の蓄積を図
る。活用面では、ＷＥＢ版歴史事典
『れきナビーやしお歴史事典－』の配
信や収蔵資料のデジタルデータ化等の
事業を展開する。

歴史公文書
(旧役場文書)
件名目録の完
了率

％ 90.2 100

04040101 観光資源開発事業
市民活力推
進部

商工観光課
産業経済・
観光

　「水にふれあう観光」の視点から、
中川やしおフラワーパーク及び中川や
しお水辺の楽校の利活用を推進すると
ともに、「花にふれあう観光」の視点
から、花桃を活かした各種観光事業を
実施し、観光客数の増加につなげる。

　既存の観光拠点を利活用して、観光
客数の増加につながる各種観光イベン
トを開催するとともに、ソフト面を重
視した観光事業の創出にも取り組む。
　また、観光事業の実施主体となる
（一社）八潮市観光協会及び中川やし
お子どもの水辺運営協議会に対し、補
助金を交付する。

年間入込観光
客数

人 0 216,000
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８－５　事業用地の確保、仮設住宅・仮店舗・仮事業所等の整備が進まず復興が大幅に遅れる事態

➀　住宅確保体制の整備

➁　市街地の整備（再掲）【１－１－⑥】

③　道路及び橋りょうの整備・維持管理（再掲）【１－１－⑦】

８－６　風評被害や信用不安、生産力の回復遅れ、大量の失業・倒産等による地域経済等への甚大な影響

➀　地域産業の創出・強化

事業コード 事務事業名 部 課 分野 事業目的 事業概要 指標 単位
現況値

(令和2年度）
最終目標値

(令和8年度末）

04010501 ６次産業化促進事業
市民活力推
進部

都市農業課
産業経済・
観光

　地域資源を活用した農業者による新
事業の創出等に関する施策及び、地域
の農産物の利用の促進に関する施策を
総合的に推進することにより、農業の
振興等を図ることを目的とする。

・６次産業化の促進のため、新商品の
　開発や販路開拓などを支援する
・農産物加工施設、農家レストラン整
　備の促進の支援をする。
・農産物販売施設の整備、確保の促進
　の支援をする。
・農商工連携事業、農産物のブランド
　化の促進の支援をする。

６次産業を展
開する農業者

件 0 5

04030101 中小企業向け制度融資事業
市民活力推
進部

商工観光課
産業経済・
観光

　中小企業の経営の安定を資金面から
支援するため、経営を強化するための
近代化促進における融資制度等の各種
事業を充実する。

・本市の制度融資は、小口資金融資・
　不況対策資金融資・商工業近代化資
　金融資と３つの制度からなってお
　り、小口資金融資・商工業近代化資
　金融資は、借入者の金利負担の軽減
　を図るため、利子補給を実施する。
・不況対策資金融資は、借入者が信用
　保証協会に支払う保証料を全額補助
　する。

年間融資あっ
せん件数

件 0 50

04030201 工業支援事業
市民活力推
進部

商工観光課
産業経済・
観光

　創業への支援や生活環境に配慮した
工業環境の整備を促進する。

・工場移転のために借り入れた資金の
　利子に対し、一定の条件を満たす場
　合に補助金を交付する。
・八潮市創業支援事業計画に基づく創
　業塾を八潮市商工会と連携して実施
　する。

指標なし なし
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